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羅

馬

法

進

化

の

諸

段

階

ー
羅
馬
法
制
史

の
時
代
的
匠
分
に
就
い
て
ー

へ

　

小
引

本
稿
成

立

の
由
來
は
、
近
刊

「
九
州
帝
國
大
學
法
丈
學
部
創
立
十
周
年

記
念
論
丈
集

」
所
牧
に
係

る
卑
稿

の
小
引

に
於

い
て

一
言
し
た
る

所

に
同
じ
。

本
稿
も
亦
た
、
所
詮
は
私

の

「
羅
馬
法

の
進
化
に
關
す
る
研
究

」
の

一
部
を
構
成
す

る
も
の
。

私
は
こ
の
機
會

に
於

い
て
、
昭
和
九
年
以

來
私

の
こ
の
研
究

に
就
き
間
闘

な
き
援
助
を
惜
ま
れ
ざ

る
財
團
法
人
啓
明
會
に
対
し

、
改

め
て
深
厚
な
る
葬
謝

の
意
を
表
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。

昭
和
十

一
年

三
月
十
日

智

雄

謹

誌

内

容

第

一
章

序

詞
。
法
制
史
に
於
け

る
.時
代
的
匿
分
。

第

二
章

羅

馬
法
制
史
に
於
け

る
時
代
的
国
分
。

羅

屡
法
進
化
の
諸
段
階

(
武
藤
)

(
第
⊥
ハ
谷

第

二
號

一
一
三
)

三



羅
馬
法
進
化

の
諸
段
階

(
武
藤
)

(
第
六
谷

第

二
號

一
一
四
)

四

第

一
節

各

時

代

の
畿

見

。

第

一
項

無

關

心
な

ろ
三賦
繹
學

派

。

第

二
項

古

典

法

の
発
見

(
サ

ヴ
ィ
ニ
、

イ

エ
リ

ン
ク
)

。

第

三
項

後

期

古
典

法

の
発
見

(
ミ
ッ
タ
イ

ス
)
。

第

二
節

現

代

の
學
者

に
依

る
時

代

的

匿

分
。

第

一
項

ビ

ザ

ン
チ

ニ
ス
ト

の
匠

分
。

第

二
項

ロ

マ

ニ
ス
ト

と
し

て

の
筆
者

の
画

分
。

第

三
項
{

爾
…派

の
封

峙
Q

第

三
止早

畳田
面

の

一
問

頴
[。
縣

の
法

と
帝

國

法

。

第

四
章

結

詞

。

ロ

マ

ニ
ス
ト

の
正

解

。

第

一
章

序

詞
。

法
制

史

に
於

け

る
時

代

的
区

分
。

法

が
、
絶
え
ざ
る
時
の
流
れ
と
共
に
、
多
か
れ
少
か
れ
常
に
動
い
て
ゐ
る
事
は
、
疑
な
き
事
實
で
あ
る
。

そ
の
動
き
は
、
時
に
は

急
激
で
あ
る
が
時
に
は
緩
徐
呑
あ
り
、
時
に
は
徹
底
的
で
あ
る
が
時
に
は
表
面
的
で
あ
り
、
時
に
は
法

の
全
盟

を
包
客
す
る
が
、
時

に
は
僅
か
に
そ
の

一
部
を
掠
め
る
に
過
ぎ
な
い
。



法
を

こ
の
絶
え
ざ
る
動
き
に
於
い
て
把
握
し
描
爲
す
る
こ
と
は
、
勿
論
望
ま
し
い
事
で
あ
る
。
然
し
現
在

の
わ
れ
わ
れ
に
は
、
實

は
未
だ
、
銀
幕
の
上
に
展
開
せ
ら
れ
る
、
生
き
て
を
り
且

つ
動
い
て
ゐ
る
爲
眞
を
創
造
す
る
方
法
に
比
肩
し
得

べ
き
程
の
方
法

の
持

合
せ
が
な
い
。
そ
こ
で
、
止
む
な
く
わ
れ
わ
れ
は
、
些
か
奮
式
且
つ
ぎ
こ
ち
な
い
も
の
な
が
ら
、
幻
燈
機
械
に
依
る
映
爲
の
方
法
に

類
す
る
も

の
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
」
な
る
。
即
ち
わ
れ
わ
れ
は
、
法
の
動
き
を
ば

「
静
止
」
と

「
変
化
」

の
反
覆
と
い
ふ
事

に
置
き
代

へ
て
考

へ
、
そ

の
中
の
各

「
静
止
状
態

」
の
み
を
蛮
見
映
爲
す
る
事
に
依
っ
て
そ
の
相
互
聞
に
介
在
す
る

「
変
化
」
を
も

認
識
し
、
斯
く
し
て
法

の
生
命
と
運
動
と
を
.
そ
の
全
局
に
亘
つ
て
観
察
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

共
處

で
わ
れ
わ
れ
が
、
磯
展

の
緩
徐
た
る
時
間
を

「
静
止
」

の
時
間
と
し
て
幻
燈
映
爲
の
場
面
に
取
上
げ
、
反
之
急
激
な
る
変
化

の
時
間
を
簡
略
す
る
と
す
れ
ば
、
観
察
せ
ら
る
べ
き
時
の
流
れ
は
、
自
然
、
い
く
つ
か
の

「
静
止
状
態

」
の
み
に
区
分
せ
ら
れ
て
來

る
。

「
時
」
、
「
時
間
」
..N
。団代
、
の
小
区
劃
た
る

「
時
期
」
、
「
時
代
」
"
Z
e
i
t
a
b
s
c
h
n
i
t
t
"
,
 
"
P
e
r
i
o
d
e
"

が
此
處

に
生
れ
る
。

二

)

抑
も

一
國
民
の
法

の
歴
史
は
、
大
艦
に
於
い
て
、
そ
の
國
民
自
體

の
歴
史
と
そ
の
長
さ
を
等
し
く
す

る
も
の
で
は
あ
る
が
、
時
に

は
叉
そ
の
例
外
が
あ
る
。
例

へ
ば
羅
馬
法
は
、
羅
馬
帝
國
が
滅
亡
し
た
る
後
と
難
も
、
蓮
綿
今
日
に
至
る
ま
で
、
そ
の
生
命
を
保
つ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

叉

一
國
民
の
法
の
歴
史
に
於
け
る
事
件
は
.
大
髄
に
於
い
て
、
そ
の
國
民
の

一
般
文
化
史
上
の
事
件
と
鋭
行

す
る
も
の
で
は
あ
る

が
、
時
に
は
そ
の
例
外
も
あ
る
。
例

へ
ば

一
般
人
文
學
派

(
ヒ

.
ー
マ
ニ
ス
ト
)
の
繁
榮
期
と
.
法
律
人
文
學
派

の
そ
れ
と
の
聞
に

羅
馬
法
進
化
の
諸
段
階

(
武
藤
)

(
第
六
巷

第
二
號

一
一
五
)

五



は
、
大
き
な
時
の
開
き
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

(
二
)

し
か
も
掲
て
」
加

へ
て
、
法

の
変
化
は
、
實
は
、
他
の
場
合
に
於
け
る
が
如
く

一
基
に
し
て
成
る
も
の
に
は
非
す
し
て
、
漸
次
に

招
來
せ
ら
れ
る
場
合
が
寧
ろ
多

い
(
三
)
。
法
制
史

(
叉
は
法
律
史
、
法
史
)
に
於
け
る
時
代
的
区
分
の
、
容
易
な
ら
ざ
る
所
以
で
あ

る
。然

ら
ば
・

「
萬
華
鏡

に
於
け
る
色
硝
子
の
陣
片
の
や
う
に
華
麗
に
変
韓
し
た
」
(
ケ
イ
ブ
ル
)
、
連
綿

一
千
年

に
絵
る
羅
馬
法
制
史

(四
)
に
於
い
て
は
・
何
盧
に
そ
の

「
翻
止
状
態
」
を
見
出
し
、
如
何
に
そ
の
時
代
的
区
分
を
爲
す

べ
き
で
あ
ら
う
か
?

學
界
の

一
部
に
は
、
古
來
傳
承
的
に
、
羅
馬
法
制
史
の
時
代
的
区
分
を
ば
、
そ
の
政
治
的
變
遷

を
追
う
て
、

王
政
、
共
和
政
、
帝

政
及
び
絶
対
專
制
政
の
各
時
代
に
分
た
ん
と
す
る
者
が
あ
る

(例

へ
ば
ジ
ラ
ー
ル
、
デ
ィ
・
マ
ル
ツ
ォ
そ
の
他
)。
け
れ
ど
も
法
律
的

墾
遷
は
、
常
に
必
す
し
も
政
治
的
變
遷

に
合
致
す
る
も
の
で
は
な
く
、
羅
馬
法
の
場
合
に
於
い
て
は
特
に
然

り
で
あ
る
。
私
の
今
問

題
に
せ
ん
と
す
る
所
は
、
畢
党
、
羅
馬
法

の
進
化
に
即
し
た
時
代
的
匿
分
で
あ
る
。
章
を
改
め
て
論
じ
た

い
。

シ
ュ
ウ

ェ
リ

ン
教

授

の
示
唆

に
基

い
て

こ

の
説

を
爲

す

。

本

稿

に
於

い
て
は
、

ユ

ス
チ

ニ
ア

ー

ヌ

ス
帝

迄

で
に

止

む
。

V
gl.  v. ScH

w
E

R
,T

N
, D

er G
eist d. a!tgerm

. R
echts u. s. w

. in "G
erm

anist-

isch. W
iedererstehung" (1926) 206,

H
nzE

L
rIN

E
, T

he R
enaissance and the L

aw
s of E

urope in "C
am

bridge L
egal E

ssays" (1926) 139 sqq.
156 sqq.

JoL
ow

rcz, H
istorical Introd. to the study of R

om
an L

aw
 (1932) 4.



第
二
章

羅
馬
法
制
史
に
於
け
る
時
代
的
区
分
。

第

国
節

各

時

代

の
発
見

。

扱
て
、
羅
馬
法
制
史
上
の

「
静
止
状
態

」
、
即
ち
羅
馬
法
進
化
の
各
時
代
は
、
古
來
、
如
何
や
う
に
し
て
焚

見
せ
ら
れ
、
叉
如
何

や
う
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
か
?
・

第

日
項

無

關
心
な

る
註

繹
學
派

抑
も
、
註
繹
學
派
及
び
こ
れ
に
由
來
す

る
羅
馬
法
學
傅
統
は
、
そ
の
悶
多
少
の
槻
黙
の
相
違
は
あ
る
も
、
大
罷
に
於
い
て
、

ユ
ス

チ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
法
典
を
以
つ
て
、
十
二
表
法
よ
リ

ユ
ス
チ

ニ
ア
ー
ヌ
ス
に
至
る
ま
で
、
八
世
紀
に
亘
つ
て
形
成

せ
ら
れ
た
學
設
及
び

法
規
の
渾
然
疑
結
せ
る
』
艦
こ
外
な
ら
す
と
し
、
そ
の

一
艦
と
し
て
の
法
典
の
内
容
吟
味
に
波
入
し
て
ゐ
た

f
け
で
あ
つ
て
(
國
)
、

b寸・.ぜ'

一ー

羅
馬
法
自
罷
の
歴
皮
的
進
化
は
勿
論
、
そ
の
各
過
程

の
特
徴
に
就
い
て
も
未
だ
特
に
注
目
す
る
に
は
至
ら
す
、
こ
の
點

に
於
い
て
は
、

全
く
の
無
自
畳
無
知
識
に
絡
始
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
私
は
此
庭
に
、
彼
等
の
歴
史
的
知
識
の
欲
如
を
示
す
、

一
つ
の
極
端
な
る
例

を
基
げ
や
う
。
即
ち
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
は
曰
く
、

羅
馬
法
進
化

の
諸
段
階

(
武
藤
)

(
第

六
巷

第

二
號

一
一
七
)

七



羅
馬
法
進
化

の
諸

段
階

(
武
藤
)

(
第
六
巷

第

二
號

一
一
八
)

八

`
`
I
u
s
t
i
n
i
a
n
u
s
 
r
e
g
n
a
b
a
t
 
t
e
m
p
o
r
e
 
N
a
t
i
v
i
t
a
t
i
s
 
C
h
r
i
s
t
i
"
(
G
l
.
 
a
d
 
N
o
v
.
 
4
7
.
 
c
.
 
1
)

(
ユ

ス
チ

ニ
ア

ー

ヌ
ス
は

、

基

督

誕

生

の
當

時

に
統

治

せ

り
。
)

一

但
し
私
は
、
彼
等

の
こ
の
ユ
ス
チ

ニ
ア
ー

ヌ
ス
法
典

に
対
す

る
見
方

に
關
す
る
限
り
に
於

い
て
は
、
其
盧

に
こ
の
派

の
卓
見
と
し
て
、
大

い
に

賞
讃

せ
ら

る
べ
き
も

の
が
あ
る
と
思
ふ
。

こ
の
事
は
、
私
が
既

に
昭
和
十
年

六
月

二
十
二
日
、
第
六
回
九
州
帝
國
大
學
學
内
講
演
會
開
催
に
際
し

て
試

淋
た
る
講
演
、
〔
羅
馬
法
學

の
過
去
現
在
及

び
將
來
」
中
に
於

い
て
詳
述
し
た

る
所
で
あ

る
。(
本
講
演

の
草
稿

は
近
く
上
梓

の
豫
定
で
あ

る
。
)

蓋
し

ユ
ス
チ

ニ
ア
ー

ヌ
ス
法
典
を
組
織
的

一
騰

と
し

て
眺

め
ん
と
す
る
所

に
、
今
日

の
わ
れ
わ
九
の
所
見

と
、
禦
犀

一
黙

の
相
通
ず

る
も

の
が
存

す

る

の
で
あ

る
Q

但
し
註
繹
學
派
は
、
こ
れ

と
同
時

に
、
法
典
中

の
各
フ
ラ
グ

メ
ン
ト
は
互
に
同
等

の
価
値
を
有
す
る
も

の
と
な
す

の
で
あ
ろ
が
.
こ
の
點

に
至

つ
て
は
、
わ

礼
わ
わ
と
錐
も
遺
憾

な
が
ら
承
服
し
難

い
の
で
あ
る
。

第

二

項

古

典

法

の

磯

見

第

一

人

文

法

學

派

然

る

に
・

そ

の
有

す

る
古

典

に
対
す

る
良

き

知
識

を

基
礎

と

し

、
註

繹

學
派

の
安

協

的

な

る
解

糧

を
難

す

る

と

共

に
、

更

に
遡

つ

て

ユ

ス
チ

ニ
ア

ー

ヌ

ス
帝

に

依

る
古

典

法
學

者

の
テ

キ

ス
ト
変
改

を

も

慨

し
、

そ

の
イ

ン
テ

ル
ポ

ラ

ー

チ

オ
を

除

去

し

て
原

型

に

か

へ
し
・

以

つ
て

古
典

法

の
焚

見

を
企

て

た

の

が
、

十

五

世
紀

か

ら

十

七

世

紀

に
か

け

て
榮

え
た

所

謂

人

文

法

學

派

で
あ

つ
た

。

彼

等

は

、

組

織

的

一
腿

と
し

て

の

ユ
ス

チ

ニ
ア

ー

ヌ

ス
法

典

を

棄

て

」
古

典

法

學

者

の
著

書

を

採

り
、

ユ
ス

チ

ニ
ア

ー

ヌ

ス
法

か

ら
古

典



法
に
復
露
す
る
こ
と
が
羅
馬
法
を
純
化
せ
し
む
る
所
以
で
あ
る
と
考

へ
た
の
で
あ

つ
た
。

一
例
を
基
げ
や
う
。
こ
の
派

の
學
者
フ
.
ー
ベ
ル
は
、
婚
姻
に
就
き
次

の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。

「
當
事
者
の
婚
姻
が
有
数
な
ら
ざ
り
し
場
含
と
錐
も
、
そ

の
聞
に
出
生
し
た
る
家
子

(
f
i
l
i
u
s
 
f
a
t
n
i
l
i
a
s

)

が
婚
姻
せ
ん
と
す
る

と
き
は
・
是
非
と
も
受
働
的
に
父
の
同
意
を
経
ざ
る
可
ら
す
。
從

つ
て
父
の
捜
索
を
爲
さ
ざ
る
限
り
、
子
は
濁
身
を
績
け
ざ
る
可

ら
す
。」
二

)

右
を

一
見
し
て
明
か
な
る
こ
と
は
、

フ
ァ
ー
ベ
ル
は
、
家
長

の
権
力
が
絶
対
的
で
あ

つ
て

こ
れ
に
服
す
る
総

べ
て
の
者

の
欲
求

(
煮
思
と
迄
で
は
言
は
な
い
)
を
そ
の
一
身
に
吸
牧
し
た
古
代
羅
馬
法

の
み
を
想
定
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
で
あ

る
。
從
つ
て
彼
は
、

既
に
古
典
時
代
そ
れ
自
體

に
於
け
る
そ
の
後

の
家
長
権
の
漸
次
的
萎
縮
と
、

こ
れ
に
照
慮
せ
る
家
子
の
煮
思
の
摸
頭
と
彫
考

へ
す
、

況
や

ユ
ス
チ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
法
に
於
け
る
純
粋
に
諾
成
的
な
る
婚
姻
に
至

つ
て
は
、
全
く
こ
れ
を
度
外
硯
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。

畢
党
、
人
文
法
學
派

の
功
績
は
、
「羅
馬
法

の
古
典
的
再
構
成
に
於

い
て
こ
れ
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ば
飽
ぐ
ま
で
も
、

紀
元
第
二
世
紀
末
よ
り
第
三
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
古
典
法
を
焚
見
し
た
と
い
ふ
事
だ
け
に
止
ま
り
、
そ
れ
以
後
の
羅
馬
法
の
進
化
、

乃
至

こ
の
古
典
法
が
羅
馬
法
の
全
進
化
に
於

い
て
如
何
な
る
地
位
を
占
む
る
や
に
就

い
て
は
、
彼
等
は
杢
く
考

へ
及
ん
で
ゐ
な
か
つ

た
し
、
叉
こ
れ
を
考

へ
や
う
と
も
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

一
F
A
B
E
R
.
 
R
a
t
h
i
o
n
a
l
i
a
 
(
1
6
3
1
)
 
a
d
 
D
.
 
2
3
,
 
2
.

羅
馬
法
進
化

の
諸
段
階

(
武
藤
)

(
第

六
巻

第

二
號

一
一
九
)

九



羅
馬
法
進
化
の
諸
段
階

(
武
藤
)

(第
六
巻

第
二
號

一
こ
○
)

∵○

第
「二

歴
史
法
塵
・派

下

つ
て
十
九
世
紀
初
頭
に
至
り
、
獨
逸

に
、
所
謂
歴
史
法
學
派
な
る
も
の
が
擾
頭
し
た
。
こ
の
派

の
綱
領
は
、
そ
の
代
表
者
た
る

サ
ヴ
ィ
ニ
自
身

の
口
を
通
じ
て
示
さ
れ
た

「
立
法
及
び
法
律
學
の
爲
め
の
現
代
の
任
務
」
(
V
o
m
 
B
e
r
u
f
 
u
n
s
e
r
e
r
 
Z
e
i
t
 
f
.
 
G
e
s
e
t
z
-

g
e
b
.
 
u
.
 
R
e
c
h
t
s
w
.
 
1
8
1
4
)

)
中
に
明
で
あ
る
が
、
彼
は
本
書
中
に
於

い
て
、
要
す
る
に
法
は
社
会

現
象
で
あ

り
、
從

つ
て
進
化
す
る

も

の
で
あ
る
と
断
じ
、
法

の
歴
史
的
研
究

の
必
要
.を
叫
ん
だ
の
で
あ
つ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
主
張
が
、
實
は
ナ
ポ
レ
オ

ン
の
ラ
イ
プ
チ
ヒ
潰
走
直
後
に
吐
か
れ
た
、
愛
國
の
叫
び

で
あ
つ
た
事
を
銘
記
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
し
て
こ
の
派
は
、
恰
も
時
流
を
爲
せ
る
、
総
べ
て
の
墨
問
に
於
け
る
、歴
史
的
熱
情
に
樟
さ
し
、
羅
馬
法

を
も
、
そ
の
.歴
史
的
全
進
化
に
於
い
て
再
構
せ
ん
と
し
た
の
で
あ

っ
た
。

し
か
も
そ
の
矢
先
き
、
偶
ま

一
八

=
ハ
年
に
は
、
伊
太
利
の
ヴ

ェ
・
ナ
に
於
い
て
古
典
期
法
塵
者
た
る
ガ
ー
イ
ウ
ス
の
イ
ン
ス
チ

ッ
チ
オ
ー
ネ
ス

(
I
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
e
s

)

が
、
叉

一
八
二
〇
年
に
は
、

同
じ
く
ヴ

ァ
チ
カ
ー
ナ
圃
書
舘
に
於
い
て
所
謂
フ
ラ
グ
メ
ン
タ

・

ヴ

ァ
チ
カ
ー
ナ

(
F
r
a
o
m
e
n
t
a
 
V
a
t
i
c
a
n
a

)
が
発
見

せ
ら
る
ゝ

に
及
び
、
こ
の
派
は
勇
躍
し
て
此
等
の
貴
重
な
る
羅
馬
法
源
の
探
究

に
專
心
せ
ん
と
し
、
先
以
つ
て
ガ
ー
イ
ウ
ス
の
研
究
に
着
手
し
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
古
典
法

の
學
説
と
精
神

と
を
蘇
ら
し
め
た
の

で
あ
つ
た
。
i

が
、
結
局
こ
れ
が
、
途

に
彼
等
の
仕
事
の
杢
部
と
な

つ
て
了
つ
た
。

抑
も
歴
皮
法
學
派
は
、
羅
馬
法

の
歴
史
的
進
化
を
、
そ
の
全
般
に
亘
つ
て
展
開
せ
ん
と
し
た

の
で
あ
つ
た
。
然
し
そ
れ
は
、
不
幸



に
し
て
、
…縫
か
に
ガ
ー
イ
ウ
ス
を
中
心
と
し
た
古
典
法

の
ド
グ

マ
を
明
確
に
し
得
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
斯
く
し
て
彼
等
は
、
羅
馬

法

の
光
彩
を
ば
、
十
二
表
法
、
法
務
官
の
活
動
、
叉
は
a
e
q
u
i
t
a
s

(衡
雫
)
の
観
念
に
依
る
l
u
s
 
s
t
i
c
t
u
m

(
嚴
格
法
)
の
調
整
の

み
に
認
め
て
そ
れ
以
上
に
出
つ
る
こ
と
能
は
す
、
羅
馬
法
の
全
進
化
を
跡
づ
け
ん
と
し
て
、
實
は
そ
の
出
獲
黙

に
於
い
て
釘
づ
け
せ

ら
れ
て
了
つ
た
の
で
あ
る
。

麟

つ
て
、
彼
等
の
ユ
ス
チ

ニ
ア
ー
ヌ
ス
法
典
に
対
す

る
解
釈
態
度
は
如
何
?
・

古
典
法
の
み
に
膠
着
し
、
そ
れ
以
後
の
羅
馬
法
の
進
化
過
程
に
於
、け
る
素
晴
ら
し
い

「
静
止
状
態
」
に
下
り
得
な
か
つ
た
彼
等
は
、

勢
ひ
、
そ
の
古
典
法
の
再
構
成
を
ぱ
、
そ
の
ま

エ
、
遙
か
に
下
つ
た

ユ
ス
チ

ニ
ア
ー
ヌ
ス
法
典
に
當
簸
む
る
の
過
誤
を
犯
す
に
至

つ

た
。
鄭
ち
サ
ヴ
ィ
ニ
は
、

ユ
ス
チ

ニ
ア
ー
ヌ
ス
法
典
を
以
つ
て
古
典
法
學
者
の
著
作
に
多
少
の
改
訂
が
施
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
し
、

そ
の
抹
消
せ
ら
れ
た
個
所
は
大
部
.分
ユ
ス

・
キ
ヴ

ィ
ー
レ
で
あ
つ
て
、
そ
れ
だ
け

ユ
ス

・
ゲ
ン
チ
ウ
ム
が
決
定

的
に
優
越
す
る
に
至

つ
た
と
し
て
ゐ
る
(
こ

。

モ
ム
ゼ

ン
の
見
解
、
亦
た
こ
れ
よ
り
相
距
る
遠
く
は
な
い
(
二
)。

わ
れ
わ
れ
は
此
處
に
於
い
て
、
歴
史
法
學
派

の
到
蓬
鐵
が
、
正
し
く
嘗
て
の
人
文
法
學
派

の
そ
れ
に
接
近
し
て
ゐ
る
事
に
氣
付
く

の
で
あ
る
。
歴
史
法
學
汲
は
、
當
初
、
そ
の
独
自

の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
途
行
せ
ん
と
し
た
る
に
も
拘
ら
す
、
そ
の
残
し
た
る
業
績
よ
り

見
れ
ば
、
結
局
、
人
文
法
學
汲
の
古
典
法
再
構
成
と
い
ふ
仕
事
を
、
更
に
深
く
且
つ
更
に
廣
く
進
め
て
行
つ
た
だ
け
の
事
で
あ

つ
た
。

羅
　馬
法
一進
化
の
{話
段
階

(
武
藤
)

(笛
工
ハ巷

筑
が二
號

一
二
一
)

一
一



羅
馬
法
進

化

の
諸
段
階

(
武
藤
)

(
第
六
巷

第

二
號

一
二
二
)

一
二

こ
の
點

よ

り

す

れ

ば

、

彼

等

は

人

文

法

學

派

と

同

じ

く

、

謂

は

璽
、

法

稚

ミ
イ

ラ

の
陳

列

舘

を
建

設

し

た

に
過

ぎ

な

い

の

で
あ

る
。

禰

例

へ
ば
v
.
 
S
A
V
I
G
N
Y
,
 
D
a
s
 
O
b
l
i
g
a
t
i
o
n
e
n
s
r
.
 
1
 
(
1
8
5
1
)
 
7
9
�
 
1
1
0
.

術

ぽ
、
彼

の
S
y
s
t
e
m
 
d
.
 
h
e
:
i
t
i
g
.
 
r
6
m
.
 
R
.
 
(
1
8
4
0
-
5
1
)

は
、

畢
尭
、

ユ
ス
・
ゲ

ン
チ
ウ

ム
を
體
系

化
せ
る
も

の
に
外
な
ら

な

い
の
で
あ

る
。

二
M
(
)
;
^
e
y
r
s
E
N
.
,
 
R
o
:
n
.
 
G
e
s
c
h
.
 
3
 
(
1
9
2
2
)
 
5
6
3
.

第
三

功
利
法
學
派

歴
史
法
學
派
が
自
然
法
學
派
を
難
じ
て
實
誰
的
基
礎
を
訣
く
と
爲
し
た
黙
を
採
り
、
し
か
も
そ
の
法
律
観
が
法
律

の
自
律
的
磯
蓮

を
無
視

し
た
黙
を
難
じ
て
歴
史
法
學
派
を
修
正
し
た
も
の

が
、
即
ち
イ

エ
リ

ン
ク
で
あ
る
。
イ

エ
リ

ン
ク
の
見
解
に
依

つ
て
、
法
律

の
進
化
と
い
ふ
事
は
、
単
純

な
事
實
か
ら

一
つ
の
理
論

と
な

つ
た
の
で
あ

つ
た
(
こ
。

斯
く
し
て
彼
は
、

一
八
五
二
年
以
來
そ
の
大
著

「羅
馬
法
の
精
神
」
を
刊
行
し
、
羅
馬
法
を
ば
、
そ
の
進
化

の
諸
段
…階
を
追
ひ
つ

つ
一
の
文
化
現
象
と
し
て
親
察
せ
ん
と
し
、
先
づ
以

つ
て
ユ
ス
・
キ
ヴ

ィ
ー
レ
よ
り
蔭
、味
し
始
め
た
の
で
あ
つ
た
。
然
る
に
、
彼
も

亦
た
羅
馬
法
制
史
中
最
も
光
彩
赫
々
た
る
は
そ
の
古
典
法
時
代
で
あ
る
と
速
噺
し
、

一
度
び
こ
れ
を
吟
味
し
審
く
す
や
、
歴
史
法
學

派

の
仕
事
は
恐
ら
く
こ
れ
を
以

つ
て
絡
れ
り
と
爲
し
て
そ
の
後
に
及
ば
す
、
や
が
て

一
八
五
七
年
、
「羅
馬

私
法
及
び
獨
逸

私
法
の
學

詮

の
爲
め
の
年
報
」

(
J
a
h
r
h
i
i
c
h
e
r
 
f
.
 
d
.
 
D
o
g
m
a
t
i
k
 
d
.
 
h
e
u
t
i
g
.
 
r
3
m
.
 
u
.
 
d
t
s
c
h
.
.
 
P
r
i
v
a
t
r
.

)
を
自
ら
主
宰

し
て
刊
行
す
る
や
、

そ
の
第

一
雀
の
胃
頭
に
於

い
て
、

「
受
容
的
に
し
て
而
か
も
創
造
的
な
る
法
律
思
こ

(
r
e
c
e
p
t
i
v
e
 
u
.
 
p
r
o
d
u
c
t
i
v
e
 
J
u
r
i
s
p
r
u
d
e
n
z

)



の
建
設
を
唱

へ
(
二
)
、
今
や
遽
か
に
羅
馬
法
を
克
服
せ
ん
と
す
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
は
、
法
律
學

は
最
早
法
規
の
解
釈

と
、
法
規
か
ら
法
律
上
の
原
則
を
見
出
す
事
の
み
に
存
せ
す
、
寧
ろ
よ
り
建
設
的
な
構
成
、
即
ち
法
律
を
更
に
高

い
集
合
飛
態
に
迄

で
引
き
上
げ
る
事
に
存
す
と
爲
し
、

「羅
馬
法
を
克
服
す
る
爲
め
に
羅
馬
法
自
身
か
ら
武
器
を
借
り
る
事
、
そ
れ
が
解
放

へ
の
眞
の

道
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
わ
れ
わ
れ
の
現
代
法
律
學
の
モ
ッ
ト
ー
は
斯
く
拐
げ
ら
れ
る
。
曰
く
、
羅
馬
法
を
過
ぎ

つ
て
羅
馬
法

の
彼

方

へ
!

(
D
u
r
c
h
 
d
a
s
 
 
R
a
m
i
s
c
h
e
 
R
e
c
h
t
 
i
i
h
e
r
 
d
a
s
 
R
a
i
n
i
s
c
h
e
 
R
e
c
h
t
 
h
i
n
a
u
s

)」
と
絶
叫
し
た
の
で
あ

つ
た
(
三
)。

然
し
乍
ら
、
こ
の
イ
エ
リ

ン
ク
の
提
言
に
は
、
羅
馬
法
は
総
べ
て
研
究

し
霊
く
さ
れ
、
そ
し
て
現
代

の
學
問

に
蜀
し
て
、
羅
馬
の

精
艸
的
遺
産
を
構
成
せ
る
法
規
と
艦
験

と
の
総
べ
て
の
至
實
を
與

へ
霊
く
し
た
と
の
、
彼
れ
独
特

の
イ
リ
ュ
ー
ジ
.
ン
が
横
ば
つ
て
ゐ

る
の
を
見
逃
す
わ
け
に
は
行
か
な
い
。

イ
ヱ
リ
ン
ク
の
大
著

の
標
題
は
G
e
i
s
t
 
d
.
 
r
a
m
.
 
R
.

(羅
馬
法
の
精
神
)
に
績
け
て
、
わ

ざ
わ
ざ

、.
a
u
f
 
d
.
 
v
e
r
s
c
h
i
e
d
e
n
e
n
 
S
t
u
f
e
n
 
s
e
i
n
e
r
 
E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g

、
(そ
の
発
展

の
種

々
な
る
段
階
に
於
け
る
)
と
こ
と
わ
ら
れ
て

あ
つ
'.匹
。
然
し
、
彼
が
吟
味
し
た
羅
馬
法
と
い
ふ
の
は
、
實
は
歴
史
法
派

の
そ
れ
と
同
じ
く
、
羅
馬
法

の
進
化

の
僅
か
に
出
発

貼
を

劃
す
る
古
典
法
の
部
分
の
み
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
後
に
は
全
く
及
ん
で
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。

「羅
馬
法
を
過
ぎ

つ
て
羅
馬
法
の
彼
方

へ
」
出
で
た
積
り
の
彼
も
、
實
は
古
典
法
を
横
切
つ
た
だ
け
で
羅
馬
法
の
彼
方
に
去

つ
て
了

つ
た
の
で
あ
る
。

と
ま
れ
、
サ
ヴ

ィ
ニ
、
イ
エ
ーー
・
ン
ク
の
業
績
に
依

つ
て
、
わ
れ
わ
れ
ば
、
羅
馬

法
制
史
上
、
古
典
法
と
い
ふ

一
「
静
止
状
態

」
の

存
す
る
こ
と
を
知
つ
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ
以
後

の
羅
馬
法
に
就
い
て
は
、
未
だ
何
等
知
る
所
が
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
、
謂
は
Ψ
砂
漠

羅
馬
法
進
化
の
諸
段
階

(武
藤
)

(第
六
巻

第
二
號

一
二
三
)

一
三



羅
馬
法
進

化
の
諸
段
階

(
武
藤
)

(
第

六
巻

第

二
號

一
二
四
)

一
四

で

あ

つ
た
。

偏

イ

エ
リ

ン
ク
に
就

い
て
は
牧
野
英

一
氏

の
諸
論
稿
、
殊
に
、
法
律
思
想

の
獲
展

、
「
法
律

に
於
け
る
進
化
と
進
歩
」
(
大
正

一
三
)

五
八
以
下
、

グ

ロ
ー
テ
ィ
ウ

ス
を
某
黙

と
し

て
、
「
法
往

に
於
け
る
具
艦
的
妥
富
性

」
(
大

正

一
四
)
四

七
四
以
下
。
.術

ぽ
末
川
博
氏
、
イ
ェ
ー
リ

ン
グ
、
「
不
法

行
爲
虹
に
権
利
濫
用

の
研
究
」
(
昭
和

八
)

一
八
九
以
下
。

二
v
.
 
 
I
I
J
E
 
 
T
Y
G
,
 
U
n
T
e
r
e
 
A
u
f
g
a
b
e
 
i
n
 
"
J
a
h
r
b
.
 
f
.
 
d
.
 
D
o
g
m
a
t
i
k
"
 
1
 
(
1
S
5
7
)
 
4
.

三
v
.
 
I
I
I
]
;
P
I
N
U
,
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
5
1
-
-
5
2
.

第

三
項

後

期

古

典

法

の

登

見

然
る
に
、
前
世
紀
を
通
じ
、
獨
逸

を
最
後
と
し
て
諸
國
に
民
法

々
典
が
編
纂
せ
ら
る
Σ
に
及
び
、

ユ
ス
チ

ニ
ア
ー
ヌ
ス
法
典
は
、

鼓
に
そ
の
法
典

と
し
て
の
實
用
的
価
値
を
剥
奪
せ
ら
る
瓦
に
至
つ
た
が
、
そ
の
半
面
に
於
い
て
は
、
却
つ
て
こ
れ
が
幸
し
て
、
同
法

典
は
・
批
判
的
に
將
た
歴
史
的
に
、
更
に
廣
汎
に
し
て
且
つ
深
刻
な
る
研
究
の
対
象
と
な
る
に
至

つ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
羅
馬
法
墨
、

傳
統
が
民
法
々
典
と
な

つ
て
凝
結
し
た
半
面
に
於
い
て
、
現
行
法
典
と
し
て
の
栓
楷
か
ら
脱
し
た

ユ
ス
チ

ニ
ア
ー
ヌ
ス
法
典
自
罷
は
、

鼓
に
、
全
く
自
由
な
る
新
探
究
に
身
を
曝
ら
す
事
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
幸
運
に
も
時
を
同
じ
う
し
て
、
パ
ピ
ル
ス
の
研
究
が
勃
興
し
た
。

ミ
ッ
タ
イ
ス
氏
は
、
古
代
世
界

に
対
し

て
鹸
新
且
つ

特
異
な
法
源
を
爲
す
、
こ
の
前
人
未
到
の
埃
及
砂
漠
の
新
文
書
の
法
律
的
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
、
以

つ
て
羅
馬

法
の
生
命
に
關
す
る



一
切
の
歴
史
的
問
題
解
決

へ
の
出
獲
鮎
を
劃
せ
ん
と
せ
る
の
観
が
あ

つ
た
。
そ
の
研
究
の

一
癒
縄
め
ら
れ
た
も

の
が
、
劃
時
代
的
の

名
著

「
帝
國
法
と
民
間
法
」、
原
語
の
標
題
悉
く
を
列
記
し
て
"
R
e
i
c
h
s
r
e
c
h
t
 
 
a
n
d
 
V
o
l
k
s
r
e
c
h
t
 
i
n
 
d
.
 
o
s
t
l
.
 
P
r
o
v
i
n
z
e
n
 
d
.
 
r
 
r
n
.

K
a
i
s
e
r
r
c
i
c
h
s
.
 
M
i
t
 
B
e
i
t
r
�
i
g
e
n
 
z
u
r
 
K
e
n
n
t
n
i
s
s
 
d
.
 
g
r
i
e
c
h
i
s
c
h
.
 
R
e
c
h
t
s
 
u
.
 
d
.
 
s
p
i
l
t
r
o
m
.
 
R
e
c
h
t
s
e
n
t
w
i
c
k
l
.
"
 
(
1
8
J
1
)

で
あ

る
。、、、ッ

タ
イ
ス
氏
は
、
本
書
中
に
於
い
て
、

カ
ラ
カ
ル
ラ
帝

の
勅
法

(
二

一
二
年
)

に
依

つ
て
帝
國
領
土
内
の
住
民
杢
部
に
c
i
v
i
t
a
s

(市
民
椹
)
が
付
興
せ
ら
る
る
に
及
び
、
希
騰
文
化
と
羅
馬
文
化
と
の
聞
に
激
烈
な
る
角
逐
が
醸
威
せ
ら
れ
た

る
べ
き
を
想
定
し
.

斯
く
し
て
、

コ
ン
ス
タ

ン
チ
ー
ヌ
ス
帝

の
立
法
に
至
つ
て
、
希
騰
的
東
方
的
要
素
が
顯
著
と
な
り
た
る
旨
を
旨
摘
せ
ん
と
し
た
の
で

あ

つ
た
。

羅
馬
法
制
史
上
の
最
後
の

「
静
止
状
態

」
た
る
後
期
古
典
法
は
、
此
虚
に
碩
學
、、、
ッ
タ
イ
ス
氏
を
侯

つ
て
、
初
め
て
磯
見
せ
ら
る

る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

然

ら
ば
彼
の
発
見
開
拓
に
係
る
、
後
期
古
典
法
の
特
後
は
如
何
?

實
は
現
在
の
學
界
は
、
正
に
こ
の
問
題
に
就
い
て
白
熱
的
に
争

つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
の
論
雫
は
、
堂
然
、
羅
馬
法
制
史
上
の
時

代
的
匝
分
に
も
移
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
節
を
改
め
て
論
じ
や
う
。

羅
馬
法
進
化
の
諸
段
階

(
武
藤
)

(第
ナ
巻

第
二
號

=
一五
)

一
五



羅
馬
法
進
化
の
諸
段
階

(武
藤
)

(
第
六
巷

第
二
號

一
二
六
)

一
六

第

二
節

現

代

の
學
者

に
依
る

時
代

的
厘

分

第

一
項

ビ
ザ

ン
チ

ニ
ス
ト
の
区
分
(菅
)

現
時
、

一
派
の
學
者
は
、
イ
ン
テ
ル
ポ
ラ
ー
チ
オ
や
パ
ピ
ル
ス
の
研
究
を
基
礎
と
し
て
ミ
.
タ
イ
ス
の
所
説

を
暴
進
せ
し
め
、
途

に
、

ユ
ス
チ

ニ
ア
ー
ヌ
ス
法
典
を
以
つ
て
、
純
然
た
る
羅
馬
的
法
典
に
は
あ
ら
す
し
て
、
寧
ろ
東
方
的
ビ
ザ

ン
チ
ン
的
法
典
な
り
と

し
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ー
ヌ
ス
以
後
、
帝
國

の
東
部
に
於
い
て
、
東
方
的
希
臓
的
慣
行
が
羅
馬
傳
統
に
優
越
し
、
結
局
こ
れ
が
、
第
六

世
紀
の
立
法
の
上
に
墜
倒
的
影
響
を
及
ぼ
す
に
至

つ
た
と
爲
す
。
こ
れ
即
ち
、
所
謂
ビ
ザ

ン
チ

ニ
ス
ト
の
主
張
で
あ
る
。

彼
等
は
、

ミ
ッ
タ
イ
ス
自
身

に
於
い
て
、
何
等
断
定
的
に
定
義
を
下
す
事
の
な
か
つ
た
第
四
、
五
世
紀
の
羅
馬
法
を
ば
、
大
膿
に

も
希
…臓
法
で
あ
り
東
方
法
で
あ
る
と
色
づ
け
切

つ
て
了
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
派

の
焼
將
ボ
ン
フ
ァ
ン
テ
は
、
後
期
古
典
法
を
ば
次

の
如
く

フ
ォ
ル
ム
ラ
化
し
て
ゐ
る
。

「
活
疲
で
あ
り
、
人
道
的
で
あ
り
、
論
理
的
で
は
な
い
が
實
践
的
で
あ
る
此
等

ロ
メ
オ
人

(
R
o
m
e
i
)
の
希
腫
、
精
神
は
、

ロ
メ
オ

人
の
羅
馬
市
民
擢
獲
得
と
共
に
彼
等
に
迄
で
も
そ
の
適
用
を
損
張
せ
ら
る
」
に
至
つ
た
羅
馬
法

の
、
爾
後

の
総
べ
て
の
進
化
の
上

に
そ
の
特
質
を
植
ゑ
つ
け
た
の
で
あ
つ
た
。
羅
馬
の
フ
ァ
ミ
ー
リ
ア
の
崩
潰
は
急
が
さ
れ
、
古
代
田
園
生
活

に
密
着
し
て
ゐ
た
(
換

言
す
れ
ば
、
古
代
民
族
思
想
の
弧
靱
な
傳
統
と
特
殊
な
傾
向
及
び
態
度
と
に
根
柢

を
有
し
て
ゐ
た
)
某
礎
的
諸
制
度
は
オ
リ
エ
ン



テ
で
は
獲
育
せ
す
、
正
義
は
敬
神
の
犠
牲
と
な
り
、
法
律
行
爲
に
關
し
て
は
廣
大
な
る
帝
國
に
個
人
の
煮
思
が
許
容
せ
ら
れ
、
そ

し
て
雑
し
い
公
私
の
書
面
は
、
畏
敬
せ
ら
れ
た
羅
馬
嚴
格
方
式

(
f
o
r
m
e
 
r
o
m
a
n
e

)
に
代
る
こ
と
㌧
な
つ
た
の
で
あ
る
」

二

)

叫
ぱ
る
」

「
ベ
リ
ツ
ス
と
ボ

ロ
ー
ニ
ャ」
な
る
モ
ッ
ト
ー
は
(
二
)
、
畢
尭
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
學
派

に
依
つ
て
研
究

せ
ら
れ
た
羅
馬
法
は
、

羅
馬
に
は
通
ぜ
す
し
て
、
寧
ろ
べ
リ
ツ
ス
法
學
校
と
結
合
す
る
旨
を
揚
言
せ
る
も
の
に
外
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

彼
等
の
こ
の
主
張
は
、
當
然
、
そ
の
施
す
羅
馬
法
制
史
上
の
時
代
的
匿
分
に
も
反
映
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
即
ち
こ
の
派
に
屡
す
る

大
多
激
の
學
者
は
、
次
の
如
き
区
分
を
爲
す
。

(
左
記
は
、
こ
の
派
に
多
く

の
追
随
者
を
有
す
る
ボ

ン
フ
ァ
ン
テ
氏
の
匝
分
で
あ
る

(
三
)
。)

第

一
期

「
羅
馬
市
と
ユ
ス
・
ク
ヰ
リ
チ
ウ
ム
の
時
代
。」紀
元
前
七
五
四
年
よ
り
紀
元
前
二
〇
〇
年
迄
で
。

第
二
期

「
羅
馬
國
と

ユ
ス
・
ゲ

ン
チ
ウ
ム
の
時
代
。」
紀
元
前

一
四

一
年
よ
り
紀
元
二
三
五
年
迄
で

(
四
)
。

こ
の
時
代
に
於

い
て
.
法
務
官
法
と

ユ
ス
・
ゲ

ン
チ
ウ
ム
と
が
発
展

し
た
。
そ
れ
故
に
當
期
は
、
こ
の
派
の
思
者
に
依

つ
て
も
、

普
遍
法

(
d
i
r
i
t
t
o
 
u
n
i
v
e
r
s
a
l
e

)

の
時
代
と
呼
ば
れ
る
。

第

三
期

「
希
臓
-
東
方
帝
國
と
希
騰
ー
東
方
法
叉
ぱ
羅
馬
ー
希
臓
法
の
時
代
。」
紀
元
三
〇
五
年
叉
は
三
〇
六
年
よ
り
五
六
五
年

迄
で

(
五
)
。

ビ
ザ

ン
チ

ニ
ス
ト
は
、

ユ
ス
チ

ニ
ア
ー
ヌ
ス
の
法
典
編
纂
に
際
し
て
は
、
こ
の
第
三
期
に
於
け
る
希
騰
的
東
方
的
影
響
が
康
倒
的

羅
馬
法
進
化
の
諸
段
階

(
武
藤
)

(第
六
巻

第
二
號

一
二
七
)

一
七



力
を
有
し
て
ゐ
た
と
爲
す
見
地
よ
り
、
更
に
蕎
進
し
て
、
途
に
は
、

ユ
ス
チ

ニ
ア
ー
ヌ
ス
法
典
の
内
容
そ
れ
自
膿
が
、
悉
く
希
猟
的

東
方
的
で
あ
る
と
墜
印
し
て
了
ふ
の
で
あ
る

(
六
)
。

尚
ほ

叉
、

同

じ

く

の

こ

の
派

に
属

す

る
學

者

中

に
於

い

て

も

、

例

へ
ば

ペ

ロ
ッ
ツ
ィ
氏

の
如

き

は

更

に

ラ
ヂ

カ

ル
で

あ

る
。

彼

は

、

羅

馬

法

と
東

方
-

希

騒

法

と

の
両
者

は

、

嚴

格

な

る

ク

ヰ

リ

チ

ウ

ム
社

會

の

総

べ
て

の
法
律

的

、
社

會

的

、
家

族

的

諸

制

度

が
、

東

方

的
影

響

の
下

に

決

定

的

に
崩

潰

し

た

る

殊

に

コ

ン
ス

タ

ン
チ

ー

ヌ

ス
時

代
直

後

に
於

い

て
、

急

激

に
交

替

し

た

と

す

る

の

で

あ

る
。

依

つ

て
彼

は

、

羅

馬

法

制

史

上

の
時

代

的

匿

分

を
、

二

五
〇

年

頃
を

境

界

と

し

て
た

Ψ
二

つ
と

し
、

そ

の
策

一
を

、

羅

馬

が

世
界

に
號

令

し

た

時

代

に
相

當

す

る

「
羅

馬

時

代
」

(
℃
Φ
「一〇
山
O

目○
諺
効
コ
O
)

と

し

て
、

そ

の
纂

二
を

、

羅

馬

の
領

土

自

禮

が
當

時

の
世

界
全

土

と
合

致

し

た

る

「
羅

馬
-

希

騰

時

代

」

と

爲

す

の

で
あ

る
(
七
)
。

*

現
代
學
界

の
二
大
潮
流

た
る
ビ
ザ

ン
チ

ニ
ス
ト
と

ロ
マ
ニ
ス
ト
と
に
就
き
、
詳
し
く
は
、
卑
稿
、
ボ

ン
フ
ァ
ン
テ
教
授
を
憶

ふ
、

「
法

學
志
林

一

三
六

(
昭
利
九
)

一
〇

八
八
以
下
。

同
じ
く
卑
稿
、
第

一
回
國
際
羅

馬
法
學
會
、
一
法
政

研
究
」
五

ノ
二

(
昭
和

一
〇
)

二
三
以
下
.参
看
。

一二

こ
わ
が
嘗

て

の
プ
リ

ン
グ

ス
ハ
イ

ム
教
授

の
論
稿

の
標
題
で
あ

つ
た
事

は
言
ふ
迄
で
も
な

い
。

四

當

時

代

の
終

期

を
何
虎

に
置

く

か
に
就

い
て
は
、

こ

の
派

の
塵
者

中

に

も
異

論

が

あ

る
。

例

へ
ば

、
近

く

、

ボ

ン
フ
ァ
ン
テ
門

下

の
駿

足

ア

ル

C
onstitutio A

ntoniniana

 (Periodo rot-nano)

(Periodo rom
ano-ellenico)

B
oN

1 'n.N
T

E
, 1st. di. dir. rcm

 9 (1932) 11.

PnIN
U

SIIE
Iyr, B

eryt and B
o1opaa in

"Festschr. f. O
tto L

enel" (1921) 204 ff.

B
oN

I] N
I'E

, Storia del dir. rom
.4i (1934) 7; cfr. anche sue Ist. di dir. ram

 9 (1932) 8 ss.



ベ

ル
タ

ー
リ

オ
教

授

は

、
苞
日
て

の

ミ
ッ
タ
イ

ス
氏

の
所
日見

を

路
襲

し
、

こ

の
時

代

を

以

つ

て
、

ヂ

オ

レ
チ

ァ

ー

ヌ

ス
及

び

マ
ク

シ

ミ
ア

ー

ヌ

ス
帝

迄

で

二
二
〇

五
年

)

に
及

ぶ
も

の
と

す

る
。

五

こ

の
昨
、代

的

匿

分

が
、

前

節

に
蓮

べ
た

不

朽

の
名

著

に
負

ふ
所

あ

る

は

言
ふ

迄

で

も

な

い
。

六

例

へ
ば

尚
ほ

但

し
、

わ

が

ジ
ッ
フ
ァ
ー

ル
教

授

は

こ
わ
を

認

め
ら

れ

な

い
。

コ
リ
ネ
致

授

が

鐸

々
た

る

ビ
ザ

ン
チ

ニ

ス
ト
た

る

に
反

し

、
教
授

が
重
厚

な

る

ロ

マ

ニ
ス
ト

た

ら

る

エ

が
故

で
あ

る
。

尚
ほ

、

近

く

こ

の
派

に

左

祖

せ

る
も

の
と

し

て

第
二
項

ロ
=

一
ス
ト
と
し
て
の
筆

者
の
斑
分

私
は
以
上
、
所
謂
ビ
ザ

ン
チ

ニ
ス
ト
の
見
解
を
紹
介
し
た
。

(
一
)。
そ
の
所
詮
や
密
で
あ
る
。
然
し
わ
れ
わ
れ
に
言
は
し
む
れ
ば
、
そ

の
税
界
は
遺
憾
な
が
ら
尚
ほ
甚
だ
挾
隙
で
あ

つ
て
、
そ

れ
は
、
前
記
ベ
ロ
ッ
ツ
ィ
氏
に
依
る
羅
馬
法
制
史
上
の
時
代
的
恒
分
に
於
け
る
二
分
説
に
至
つ
て
、
全
く
そ
の
破
綻
を
暴
露
す
る
に
至

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
り
。
こ
の
二
分
説
に
於
い
て
は
、
先
づ
第

一
に
、
杢
く
涯
別
せ
ら
る
べ
き

山
ス
・
ク
ヰ
リ
チ
ウ
ム
と
古
典

 (M
IT

T
-1'1S, Privatreekt his atif d. Z

eit .D
ickl. 1 C

19081 V
orw

ort)

cfr. A
i,Pr:

t;T
,u o, Intrcd. s'cr. allo stud. del dir, rem

. giust. (1935) 3.

M
IT

T
T

,7S, R
eichsr. u. V

olksr.

C
O

 r. r, IN
 E

 T
, E

tudes ltister. sur le D
r. de Just. L

e C
aracte're oriental de ?oeuvre de Just. (1912) ; L

'originalite

de D
igerte in "C

onferenze pel it X
IV

 C
enten. delle Pandette." (1,:31) 39 ss.

C
ol-JA

N
E

T
 et G

rFA
un, Pr; cis de

D
r. R

em
. 1 3 (1930)  48 (§ 85. N

ouveau caractE
 res de la legislation).

cf. G
n r.,rn,

Précisde D
r. R

em
. 1 2 (1934) 60. n. 1.
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山維
馬
法
…進
化
の
{諸
殿
階

(
武
曲藤
)

(第
六
巷

第
〆二
號

一
三
〇
)

二
〇

法
と
が
、
同
じ
第

一
期

「羅
馬
時
代
」
中
に
牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
サ
ヴ

ィ
ニ
、
イ
ェ
リ

ン
ク
の
古
典
法
登
見

と

い
ふ
大
業
績
を
さ

へ
、
全
く
忘
却
し
議.κ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
次
に
第
二
に
は
、

一
般
的
に
他
の
ビ
ザ

ン
チ

ニ
ス
ト
に
於
け
る
と
同

様
、
共
庭
に
は

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ー
ヌ
ス
時
代
の
社
會

の
大
変
動

の
み
が
眺
め
ら
れ
て
、
そ
れ
以
前
の
社
會
の
観
察
が
杢
く
怠
ら
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
彼
等
は
、
共
和
政
末
期
か
ら
帝
政
初
期
に
か
け
て
の
、
羅
馬

の
精
軸
的
、
社
会
的
、
経
済

的
、
政
治
的
、
家
族
的

礎
動
に
伴

つ
た
顯
著
な
る
法
の
局
面
転
換

、
及
び
こ
の
事
實
が
羅
馬
法
の
後
の
進
化
に
及
ぼ
せ
る
影
響
を
、
杢
く
看
却
し
て
ゐ
る
の

で
あ
ろ
。
ビ
ザ

ン
チ

ニ
ス
ト
に
飲
け
て
ゐ
る
も
の
は
、
遡
つ
て
十
二
表
法
以
降
の
、
羅
馬
法

の
進
化
に
対
す

ろ
吟
味
で
あ
る
。

(
二
)。
次
に
、
ビ
ザ

ン
チ

ニ
ス
ト
に
依
つ
て
唱
道
せ
ら
れ
る
、
所
謂
ビ
ザ

ン
チ

ン
法
の
羅
馬
の
法
に
対
す

る
優
越
に
就
い
て
も
問

顯
㎎が
あ
る
。

抑
も

ユ
ス
チ

ニ
ア
ー
ヌ
ス
法
典

の
内
{谷
が
、
帝
國
の
法
即
ち
四維
馬
の
法
で
あ
つ
て
、
縣

の
法
が
こ
れ
か
ら
除
外
せ
ら
れ
て
ゐ
た

廓

は
、
夙
に
、
ミ
ッタ
イ
ス
氏
自
身
が
、
先

づ
第

一
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
で
は
な
か

つ
た
か
。

畢
党
、
羅
馬
の
法
が
絡
始
飽
く
ま
で
も
帝
國
の
法
で
あ
つ
て
、
こ
れ
と
縣

の
法
と
ば
、
謂
は
Ψ
根
幹
と
枝

葉
と
の
相
違
に
外
な
ら

す
、

一
は
主
で
あ
つ
て
他
は
從

の
從
た
る
も
の
で
あ
る
。
從

つ
て
、
況
や
共
庭
に
、
後
者

の
前
者
に
対
す

る
優

越
な
ど
は
、
毫
も
こ

れ
を
主
張
し
得
る
理
由
を
見
出
し
得
た
い
の
で
あ
る
っ

二
二
)。
わ
れ
わ
れ
は
、
遠
く
遡
つ
て
十
二
表
法
以
降

の
羅
馬
法
の
進
化
を
吟
味
し
、
結
局
ホ
エ
ニ

戦
役
以
後

の
耽
會

の
新
情
勢
と
、

ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
帝
以
降

の
ユ
ス
。
ノ
!
ゾ
ム

(
i
u
s
 
 
n
o
v
u
m

)

の
傅
統
と
が
、

ユ
ス
チ

ニ
ア
ー
ヌ
ス
法
典
の
内
容
を
決
定
し
た
と
鴬



す

の
で
あ
る
。
叫
ぶ
所
は

ユ
ス
チ

ニ
ァ
ー
ヌ
ス
法
典
の
羅
馬
性
で
あ
る
,
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
は
ベ
リ
ツ
ス
に
は
通
ぜ
す
し
て
、
實
に
羅
馬

に
通
す
と
爲
す
の
で
あ
る
。

私
は
、
右

の
見
解
の
下
に
、
羅
馬
法
制
史
を
次
の
二
期
に
分
つ
。
こ
れ
は
、
ポ

エ
ニ
戦
役
と
い
ふ
羅
馬
人
の
生
活
に
現
れ
た

一
大

危
機
を
境
界
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
挾
む
爾
時
期
は
、
互
に
封
跣
の
地
位
に
立
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

舞

一
期

國
初
よ
り
建
國
第
七
世
紀

の
初
頭

(
即
ち
紀
元
前

一
五
〇
年
頃
)
ま
で
。

こ
の
時
代

の
法
は
、
嘗
時
の
丈
化
程
度

に
照
鷹
し
、
全
く
方
式
的
嚴
格
的
で
あ
る
。

本
時
代

の
独
立
性
及
び
そ
の
特
徴
に
就

い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
と
難
も
、
些
か
も
ビ
ザ

ン
チ

ニ
ス
ト
の
大
部
分

の
入
と
所
見
を
異
に

す
る
所
は
な
い
。

笙
二
期

建
國
第
七
世
紀
の
初
頭
よ
リ

ユ
ス
チ

ニ
ア
ー
ヌ
ス
ま
で

こ
れ
を
更
に
二
期
に
分

つ
。

(
一
)。
前
期
。
普
遍
法
套
達

の
時
代
。
ヂ
オ
ク
レ
チ
ア
ー
ヌ
ス
ま

で
。

こ
の
時
代
の
法
は
、
既
に
十
分
発
展

し
た
る
、
當
時

の
羅
馬
丈
化
に
よ
く
照
慮
し
て
ゐ
ろ
。

雷
期
の
法
の
進
化
は
、
常
に
法
律
學
に
依
つ
て
誘
導
せ
ら
れ
、
法
務
官
と
皇
帝
と
が
こ
れ
を
助
け
る
立
場
に
在

つ
た
。
即
ち
注
務

官
は
、

訴

訟
の
裁
決
者
と
し
て
、

そ
の
面
前
に
提
示
せ
ら
る
ゝ

個
々
の
事
案
に
対
し
、

衡
平
の
観
念
を
以
つ
て
臨
ん
だ
の
で
あ
つ

羅
…馬
法
…進
化
の
㎝諸
段
階

(
武
藤
)

(酷即
六
仙ゼ

蜘弗
二
號

一
三
一)

二
一



羅
演
法
進
化
の
諸
段
階

(武
藤
)

(第
六
巻

第
二
號

=
二
二
)

二
二

た
。
斯
く
し
て
古
來

の
嚴
格
方
式
は
、
次
第
に
そ
の
崩
潰
の
道
を
辿
る
と
共
に
、

新
に
普
遍
的
性
質
を
有
す
る

ご
。。
嵩
。毒
B

(新

法
)
が
成
立
す
る
事
と
な
つ
た
。
そ
れ
は
ま
こ
と
に
、
再
び
世
界
に
見
る
能
は
ざ
る
盛
観
で
も
あ
つ
た
。
近
く
牧
野
博
士
は
、
這
般

の
事
實
を
次
の
如
く

フ
ォ
ル
ム
ラ
化
し
て
を
ら
れ
る
。

「蓋
し
、
ロ
ー
マ

法
の
護
達
に
つ
い
て
考

へ
る
に
、
ボ
ナ

・
フ
ィ
デ

ス
の
原
則
は
、
そ
の
古
法
の
嚴
正
に
し

て
且

つ
形
式
的
な
る

も
の
を
緩
和
し
つ
玉
、
そ
の
民
族
的
な
も
の
を
世
界
的
な
も
の
な
ら
し
め
、
も
つ
て
、
そ
の
新
し
き
ロ
ー
マ
法
を
論
理
的
な
も
の

な
ら
し
め
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。
ボ
ナ
・
フ
ィ
デ
ス
乃
至
衡
平
と
い
ふ
極
め
て
輪
廓
の
明
瞭
な
ら
ざ
る
概
念
が
、

一
方
に
お
い

て
法
律
を
嚢
達
せ
し
め
つ
玉
、
他
方
に
於
い
て
法
律
を
論
理
的
な
も
の
た
ら
し
め
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
皮
肉

の
興
味
あ
る
も
の
が

そ
こ
に
存
立
す
る
と
言
ぴ
得
ら
れ
よ
う
」

(
隔
)
。

わ
れ
わ
れ
は
、
此
處
に
も
、
博
士
の
比
類
な
き
洞
察
力
の
片
鱗
を
見
出
す
。
實
に
や
、
博
士
が

『そ
の
新
し
き
ロ
ー
マ

法
レ
と
爲

さ
る
」
も
の
こ
そ
、
正
し
く
わ
れ
わ
れ
の
所
謂

ユ
ス
・
ノ
ー
ヴ
ム

(新
法
)
に
該
當
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。

斯
く
し
て
、
法
律
學
、
法
務
官
、
皇
帝

の
三
者
は
、
そ

の
鷺
富
な
る
技
術
を
以
つ
て
ユ
ス
・
ノ
ー
ヴ
ム
を
樹
立
す
る
と
共
に
、
帝

國
全
土
に
亘
る
こ
れ
が
普
及
と
統

一
と
を
圃

つ
た
の
で
あ
つ
た
。
帝
國
各
地
に
於
け
る
植
民
地
の
建
設
、
羅
馬
市
と
遠
隔
地
と
の
間

の
商
業
貿
易
の
殿
賑
は
、

一
暦
そ
の
道
程
を
促
進
せ
し
む
る
許
り
で
あ

つ
た
。

恰
も
カ
ラ
カ
ル
ラ
帝

の
勅
法

含

二

二
年
)
に
依
つ
て
、
市
民
権
は
、
d
e
d
i
t
i
c
i
i

(降
伏
者
)
を
除
く
羅
馬
帝
國
の
住
民
全
部
に
封

し
、
廣
く
附
與
せ
ら
る
」
事
と
な
つ
た
。

シ
ー
ザ
ー
や
シ
セ
ロ
以
來

の
法
學
者
、
政
治
家
、
及
び
皇
帝
に
依
つ
て
希
求
せ
ら
れ
て
ゐ



た
羅

馬

の
法

律

的

統

一
は

、

此
處

に

そ

の
素

志

の
半

ば

を
貫

微

し

た

と
爲

す

も

過

言

で

は

な

い

(
二
)
。

然

ら

ば
、

既

に

中
道

に
達

し

た

る

こ

の
法

律

的

統

一
は

、

如

何

な

る
時

期

に
於

い

て
完

成

せ

ら

れ

た

の
で

あ

ら

う

か

?
・

こ

の
問

に

野

し

て
解

答

を
與

へ
る

の
が

、
次

の
後

期

、

融

合

法

時

代

で
あ

る
。

(
二

)
。

後

期

。
融

台

法

時

代

。

コ

ン

ス
タ

ン
チ

!

ヌ

ス
よ

リ

ユ

ス
チ

一一
ア

ー

ヌ

ス
ま

で
。

當

期

の
法

が
普
遍

的

性

質

を

有

す

る

こ
と

、

前

期

に

同

じ

。

た

だ

、

特

に

こ

の
後

期

を

融

合

法

と

標

榜

し

た

る
所

以

は
、

前

期

に

於

い

て
、

そ

れ

ぞ

れ

そ

の
學

問

的

實

践

的
発
展

の
最

高

段

階

に
ま

で
到

蓬

し

た

る
諸

法

律

膿

系

ハ
例

へ
ば

ユ
ス

・
キ
ヴ

ィ
ー

レ
、

ユ

ス

・
ホ

ノ
ラ

ー
リ

ウ

ム
、

ユ
ス

・

エ
ク

ス

ト

ラ

・
オ

ル
デ

ィ
ネ

ム
)

が

、

當

期

に

至

り

、
更

に

融
合

師

一
す

る

に

至

つ
た

傾

向

を

聴

に
強

調

せ
ん

が
爲

め

で

あ

る
。

些

か

説

明

し

や
う

。

抑

も

コ

ン

ス
タ

ン
チ

ー

ヌ

ス
以
降

、

帝

國

の
経
済

的
精
神

的

條

件

が
変
化

す

る

に
俘

ひ
、

法

も

亦

た
從

つ
て

一
時

混

謝
状
態

に
陥

る

の
止

む

な

き

に
至

つ
た

。

時

の
法

源

ば

。
前

期

と
同

じ

く

、

古

典

法

學

者

の
著

作

と
皇

帝

の
勅

法

(
そ

れ
は

今

や
、

コ
ー
デ

ッ
ク

ス

・
グ

レ
ゴ

リ

ア

ー

ヌ

ス
や
・コ
ー

デ
ッ
ク

ス

・
ヘ
ル

モ
ゲ

ニ
ア

ー

ヌ

ス
中

に
蒐

録

せ
ら

れ

て
ゐ

た

)

と

か

ら

成

っ

て
ゐ

た

と

は

言

へ
、

前

期

に
於

け

る
普

遍

法

存

在

の
震

め

の
機

團

、
例

へ
ば
法

務

官

の
如

き

も

の

が
最

早

や
存

在

せ
ざ

る
以

上

、

裁
判

も

前

期

と

は
趣

を

異

に

し
、

特

別

審

理
手
續

(
e
x
t
r
a
 
o
r
d
i
n
e
m

)
に
依

る
事

が
常

則

と
な

つ
て
來

た
。

し

か

も

、

こ

の
裁

判

の
實

践

を

指
導

す

べ
き
法

學

校

や
法

學

者

に
昔

日

の
勢

威

な
く

、

立
法

に
も

亦

た
技

術

的
本

質

的

イ

ン
テ

リ

ジ

ヱ
ン

ス

の
歓
け

て

ゐ

る

の
が

、

當

時

の
實
情

で

羅

馬
法
…進
化
の
諸
段
階

(
武
藤
)

(
第
六
管

第

二
號

一
三
三
)

二
三



頃維
馬
法
い遣
化

の
諸

攻
階

(
武
藤
陣)

(
櫨崇
六
巻

第

二
號

一
三
四
日)

二
四

あ

つ
".ん
。

事

態

斯

く

の
如

し
。

當

期

の
法

は

、

勢

ひ
、

從

來

の
総

べ
て

の
法

律
体
系

の
軍

純

化

と

い
ふ

過
程

を

辿

ら

ざ

る
を

得

な

い
事

と
な

つ
た
。

而

し

て

そ

の
軍

純

化
は

、

次

笙

に
、

一
法

律

髄

系

へ
の
融

倉

と

い

ふ
現

象

に
於

い

て

現
れ

る
事

と
な

つ
た

。

わ

れ

わ

れ

は
、

此

庭

に
融

合

法

の
誕

生

を
見

る
。

ユ
ス
チ

ニ
ア

!

ヌ

ス
法

と

は

、

所

詮

、

こ

の
融
合

法

を

法

典

化

し

た

も

の

に
外

な

ら

な

い

の

で
あ

る

(
三
)
。

尚
ほ

學

者

は

、

本

後

期

に
關

し
、

基

督

教

倫

理

の
羅

馬

法

に

與

へ
た

る

影

響

と

い

ふ
事

を

問

題

と

し

て

ゐ

る
。

機

を

改

め

て
論

じ

た

い
。殉

牧
野

英

一
氏
、
信
義
則

の
三
つ
の
見
方
.
「
民
法

の
基
本
・問
題

。
第
四
」
(
昭
和

一
一
)
九

五
-
九
六
。

二

當
期

に
於
け
る
法

の
普
遍
的
性
質
に
、
最
も
早
く
着
目
し
た
の
は
ゾ
ー

ム
で
あ

つ
た
。

ゾ

ー
ム
は
其
塵

で
、
羅

馬
法
獲
展

の
段
階
を
二
期
に
分

ち
、
そ

の
.第

一
期
を
都
帯
法
時
代

と
し

て
、
そ

の
第

二
期
を

實

に
世
界

法
時
代

と
爲
し
た

の
で
あ

つ
た
。

私
は
此
慮

に
、
彼

の
、
後

世
に
名
を
残
す
べ
き

一
卓
見
を
見
出
す
。

三

わ
わ
わ
れ
と
所
見
を

同
じ
く
す
る

ロ
マ
ニ
ス
ト
中

に
於

い
て
も
、
こ
の
諸
法
徳
騰

系
の
「
軍
純
化
」

と

い
ふ
事
は
、

ユ
ス

チ

ニ
ア
ー
ヌ
ス
の
法
典
編
纂

に
際
し

て
、初

め
て
途
行

せ
ら
わ
た
と
備
す
人
が
あ

る
。
例

へ
ば
尚
ほ

こ

の

見
解

に
就

い
て
は
、
同
じ
く
氏

の
次

の
モ
ノ
グ

ラ
フ
ィ
ー
が
参
照

せ
ら

る
べ
き

で
あ
る
。

當
初
十
頁
位
の
竜

の
と
爲

さ
る
べ
き
豫
定

の
本
稿
は
、

一
度
び
本
朋
題

に
鰻

れ
し
が
爲

め
、
約

六
十
頁

(D
ie Z

eit d.  W
eltr.)

in „Studi R
iccobono" 4 (1934)

SO
T

 M
, Inst. d. riim

. R
. (1883) E

rster T
eil.

(D
ie Z
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亡
、
で
も

頁

が
嵩

ん

で
ゐ

る

の
で
あ

る
。

因

翠

に
氏

に
、

こ

の
見

解

よ
U
出
発
し

、
諸

法
律

魏

系

は
、

ユ

ス
チ

ニ
ア

ー

ヌ
ス

の
決

典

縞
纂

の
時

に
至

ろ

ま

で
、
各
独
立

し

て
拉

存

し
、

し

,
か

も

各

々
澗
長

あ

ろ
も

の
な

る
が

改

に

、
各

法

律

制

度

そ

の
も

の
に
就

い
て
な

れ
ば

兎

も
角

、
杢
般

的

に
羅

馬
法

制

史

の
時

代

的

匿
分

を
企

つ
る

は

不

可
能

で
あ

る

と

せ
ら

わ

て
ゐ

る
。

(
こ
れ

は
筆

者

へ
の
直

話

で
あ

る
。
)

第

三
項

ロ

マ
ニ
ス
ト
と

ビ
ザ

ソ
チ

ニ
ス
ト
と

の
対

峙

わ

れ

わ

君

ロ
マ

ニ
ス
ト

は
、

國

初

よ
リ

ユ
ス
チ

ニ
ア

ユ

ヌ

ス
に
至

る

ま

で

の
法

が
羅

馬

法

な

り

と

す

る

に
反

し

、

ビ

ザ

ン
チ

ニ
ス

ト

は

、
國

初

よ

り

古

典

法

ま

で

が
羅

馬

法

で
あ

つ
て
、

そ

れ

以

後

は
希

騰
ド
ー東

方

法

で
あ

る
と

す

る

の

で
あ

る
。

驚

く

べ

き
見

解

の

▼矯
迷

で

あ

ろ

9

こ

」
に

一
挿

話

が

あ

る
。

一
九

三
三

年
、

伊

太

利

に
於

い

て
、

國

際

的

な

羅

馬

法

學

會

が
開

催

せ
ら

れ

た

。

そ

し

て
そ

の
獲

起

人
中

の

一
人

た

り

し

リ

ッ

コ

ボ

ー

ノ
氏

(
學

士
院

會

員

に
し

て
時

の
羅

馬

大

學
教
授

)

と
デ

・
フ
ラ

ン
チ

シ
氏

(
時

の
法
相

)

と

は

、

本

大

會

に
相

前

後

し

て
坊

聞

壁

,同
級

通
俗

雑

誌

に
寄

稿

し

、
本

會
開

催

の
趣

旨

を

一
般

に
徹

底

せ
し

む

る
と

共

に
、

襲

ね

て

こ
れ

を

以

つ

て
、

内

外

よ

り

の
出

席

者

に
対
す

る
歓
迎

の
跡

に

代

へ
ら

れ

た

事

で
あ

つ
た

(
幽
)
。

羅
馬
法
進

化
の
諸
段
階

(
武
藤
)

(
第

六
巻

第

二
號

一
三
五
)

二
五



羅
馬
法
…進
化

の
諸

段
階

(
武
藤
)

(
第

六
巷

第

二
號

一
三
六
)

二
六

所

で
、

そ

の
際

リ

ッ

コ
ボ

ー

ノ
教
授

は
、

普

遍

法

、
融

合

法

の
経

過

を

辿

つ
て

ユ
ス
チ

ニ
ア

ー

ヌ

ス
法

典

に
及

ん

だ

羅

馬

法

を
謳

へ
ら

れ

た

の
で

乙

つ
た

が
、

同

じ

く

デ

・
フ
ラ

ン
チ

シ
氏

の
草

せ
ら

為

た

一
文

も

、

わ

れ

わ
れ

は

、

當

初

こ
れ

を

以

つ

て
、

漠

然

と

羅

馬

法
を

謳

歌

し

た

も

の
で

あ

り

、

從

つ
て

南

者

間

に
大

差

は

無

き

も

の
き

考

へ
て

ゐ
た

。

然

る

に

、

最

近

ア

ル
ベ

ル

タ

ー
リ

オ
敷

授

は

、

そ

の
友

人

に
し

て
岡

僚

な

ろ

、

デ

・
フ
ラ

ン
チ

シ
氏

の

こ

の

一
文

を

以

つ

て
、

わ

ざ

わ

ざ
、

古

典
法

の
普

遍

性

の
み

を
謳

歌

せ

る

も

の
で

あ

る

と

こ
と

わ

つ
て
了

は

れ

た

の

で

あ

ろ
(
二
)
。

自

然

ぱ

、
教
授

一
流

の
、

萬

事

に
対
し

て

黒

白

(
b
i
a
n
c
o
 
 
o
 
n
e
r
o

)
を

明

に

せ
す

ん
ば

止

ま

ざ

る
熾

烈

な

る
研

究

態

度

(
三
)
よ

り
、

止
む

に

止

ま

れ
す

し

て

、

こ

の

立

言

を

せ

ら

れ

し

こ
と

察

す

る

に
難

く

は

な

い
が

、

か

」
る
通

俗

的

啓

蒙

的

且

つ

(
特

に

こ

の
場

合

に
就

い

て
言

へ
ば

)
謂

は

ば
儀
體

的

な

小

稿

に

至

る

ま

で

も

、

わ

ざ

わ

ざ
白

か

黒

か

の
塵

印

を

敢

行

せ

ら

れ

ん

と
す

る

の
は

、

些

か

行

き
過

ぎ

で
は

あ

る
ま

い

か

。と

ま

れ

南
汲

の
対
立

は
、

羅

馬

法

の

内
容

に
關

す

る
論

議

に
至

つ
て
更

に

深

刻

で

あ

る
。

顯

著

な

一
例

を

基

げ

や

う
。

抑

も

ビ

ザ

ン
チ

ニ
ス

ト
に

從

へ
ば

、

法

の
ド

グ

マ
に
於

い

て

「
,意

思

」

の
重

要

性

が
認

め
ら

れ

た

の

は
、

ビ

ザ

ン
チ

ン
的

著

作

及

び

東

方

諸

學

校

の
功

績

で
あ

り
、

從

つ

て
後

期

古

典

時

代

の
所

産

で

あ

る

事

と

な

る

の
で

あ

る

が

(
四
)
、

わ

君

わ

れ

・

マ

ニ
ス
ト

に

9.日
は

し
む

れ

ば

、

そ

航
は
遙

か

に

遡

つ
て
、

共

和

政

時

代

以

降

の
著

作

と

實

践
.、

即

ち
古

典

時

代

の
所

窪

と

な

ろ

の
で

あ

る

へ
五
)
。



こ
の
種
の
例
は
倫
ほ
数
多
く
挙
げ

る
事
が
出
來

る
の
で
あ
ろ
が
、
要
す
う
に
、
わ
れ
わ
れ
が
羅
馬
法
に
不
滅

の
榮
光
を
認
め
ん
と

す
る
に
反
し
、
ビ
ザ
ン
チ

ニ
ス
ト
は
希
騰
丁
・東
方
法
に
こ
れ
を
認
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

(
附
記
)
尚
ほ
、
此
虚
に
こ
れ
を
記
す
る
の
は
所
を
得
て
ゐ
な
い
か
も
知
れ
な

い
が
、
ビ
ザ
ン
チ

ニ
ス
ト

の
主
張
が
、
自
然
、

羅
馬
法
を
排
斥
せ
ん
と
す
る
現
在
の
ナ
チ
の
法
律
政
策

に
幸
し
て
ゐ
る
事
は
否
め
な
い

(
六
)
。

時
も
時
、
・㍉
、タ
イ
ス
氏
の
「
帝
國
法
と
民
聞
法
」
が
こ
の
度
翻
刻
せ
ら
れ
た
。
し
か
も
新
版
に
は
、翻
刻
者
た
る
ウ
ェ
ン
ゲ
ル
…敏

授

の
一
文
が
添

へ
ら
れ
て
あ
る
と
い
ふ
。
事
は
同
敢
授
か
ら
の
報
知
で
あ
る
。
私
は
鶴
首
し
て
そ
の
到
着

を
待
ち
佗
び
て
ゐ
る
。

一一一

ア

ル

ベ

ル

タ
ー

リ

オ
鍛

授

の
學
風

に
対
す

る
グ

ラ
ー

デ

ン
ウ
ィ
ッ
ツ
氏

の
評

語

で

あ

る
。

四

此

虚

に
は

臼.取
近

の
論
稿

を

塞

げ

る
に

止

め

や
う
。

五

こ
れ
.を
初

め

て
説

き
た

る
も

の
と
し

て

近

く

は
、

筆

者

の
協
力

し

た

穴

現
左

の
獨
逸

に
於
け
ろ
羅
馬
法

の
排
撃

に
就

い
て
は
、
夙
に
卑
稿
、

 M
C
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W
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羅

馬
法

進

化

の
諸

段

階

(
武
藤

)

(
第

六
巻

第

二
號

一
三

ぺ
)

二
八

同
じ

く
卑

稿

、

第

一
四

國

際

羅

馬

法
學

曾

、

Ⅲ
法
政

研
究

」

五

ノ

二

(
昭

和

一
〇

)

三
九

t
内

○

。
卑

稿

、

固

有
法

の
宣

揚
、

「
九

州
帝

國

大

學

新

開

一
(
昭
和

一
〇

)

一
二
八
號

。

ナ

チ

の
新

法

巌
教

育

プ

ラ

ン
は

、

と

し

て
、

昨

昭

和

十
年

(
一
九

三
五
年

)
一
月

十

八

日
に

公

窟

せ

ら
わ

た

。
こ

れ
を

説

明

し

た

る
も

の
と

し

て

こ

れ

を
わ

が

國

に
紹

介

し

た

る
も

の
と

し

て
、
卑

稿

、

法
學
教

育

の
変
革

、

「
九

州

帝
國

大

學

新

聞

「
(
昭

和

一

一
)

一
四

二
號
。

侮

ほ

ナ

チ

の
新

法
學
教

育

プ

ラ

ン
に
於

け

る

一
講

義

題

目

た

る

「古

代

法

制

史

」

從

來

の
科
日

「
羅

馬

法
」

に
代

つ
て
、

こ

の
新

科

目

が
創

設

せ
ら

れ

た

の
で
あ

る
)

を
解

説

せ

る
も

の
と

し

て
、

本

篇

は

ウ

ェ
ン
ゲ

ル
総

長

よ

り

の
惑

贈

に
か

エ
る
。

聰

長

の
鐸

々
た

る

。ビ
ザ

ン
チ

ニ
ス
ト
な

る
事

が
、

こ

の
際

特

に
注

意

せ

ら

れ
な

け

れ

ば
な

ら

な

い
。

第

三

章

當

面

の

一
問

題
。

縣

の
法

、こ
帝
國

法
。

私

は
前
章
笙
二
節

に
於

い
て
、
羅
馬
法
制
史
の
時
代
的
厩
分

に
關
す
る
・
マ
ニ
ス
ト
と
ビ
ザ
ン
チ

ニ
ス
ト
の
対
立
を
述
ぶ
る
と
共

に
、
卑
見
を
も
併
せ
開
陳
し
た
額
で
あ
つ
た
。
北
ハ庭
に
は
、
尚
ほ
幾
多

の
論
す
べ
き
問
題
が
介
左
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
此
等
に

就
い
て
は
、
他
の
機
會
を
期
す
る
事
と
し
て
、
此
處

に
は
、
差
當
り
、

一
つ
の
重
要
な
る
當
面
の
問
題
た
る
」
第
四
、
五
世
紀
に
於

け
る
縣

の
法
と
帝
國
法
と
に
就
い
て

一
言
し
た
い
。

"R
ichtlinien f. d. Studium

 d. B
echtsw

."
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K
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A
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・

マ

ニ
ス

ト
と

ビ

ザ

ン
チ

ニ
ス

ト
と

の
詮

の
分

る

㌧
所

は

、

前

記

の
如

く

、
羅

馬

法

の
綴

綾

性

に

就

い

て

で

あ

D
、

後

期

古

典

法

の
見

方

に
就

い
て

で

あ

る

二

)
。

所

で

、
嘗

て

一
九

二

九

年

、

リ

ッ

コ
ボ

ー

ノ
氏

は

、

ロ
マ

ニ
ス

ト

の
立
場

よ

り

、
羅

馬

法

制
史

の
時

代

的

紅
分

を
論

ぜ

ら

れ

た

の

で
あ

つ
た

が

〔
二
)
、
デ

・
フ
ラ

ン
チ

シ
氏

は

翌

一
九

三
〇

年

、

リ

ッ

コ
ボ

ー

ノ
氏

が

そ

の
所

論

中

パ

ピ

ル

ス
を
度

外

覗

し

た

り

し

を

難

す

る

と
共

に
、

こ

れ

に
対
し

て

杢

面

的

に
反
対

意

見

を

開

陳

せ
ら
る
ゝ

所

が
あ

つ

た
(
三
)
。

デ

・
フ
ラ

ン
チ

シ
氏

に
從

へ
ば
、

羅

馬
帝

國

に
は

未

だ

嘗

て
法

律

的
統

一
あ

り

し

事

な

く

、

種

々

の
縣

慣

行

は

そ

の
ま

」
生

き

て
、

帝

國

法

と

抗

孚

し

た

の
で

あ

つ

て
、

こ

の
帝

國

各

地

の
揮
沌

た

る
法

律

駅

態

が
、

そ

の
ま

曳

ユ
ス
チ

ニ
ア

ー

ヌ

ス
法

典

中

に
移

さ
れ

て

ゐ

る

と

い

ふ

の

で

あ

る
。

こ

の
所

詮

は
、

要

す

る

に
、

嘗

て

の
プ

リ

ン
ク

ス

ハ
イ

ム
及

び

レ
ヴ

ィ
爾

氏

の
所
論

を

強

化

す

る

も

の

に
外

な

も

な

い
・、四
)
。

蓋

し

雨

氏

に
從

へ
ば

、

ユ

ス
チ

ニ
ア

ー

ヌ

ス
法

典

の
内

容

そ

れ
自

鰐

が
統

一
な

き

稚

然

た

る

も

の
で

あ

り

、

從

つ
て

該

法

典

が
如

何

な

る

時

、

如

何

な

る
場

所

に

も

法

典

と

し

て

生

き

て

は

ゐ

な

か

つ
た

と

い

ふ
見

地

に

於

い
て
、

そ

れ

は

ア

ル

ヵ

イ
ク

な

傾

向

を

有

す

る

も

の

で

あ

る

と

断

ぜ

ら

る

N
が
故

で
あ

る
。

'

時

の
デ

・
フ
ラ

ン
チ

シ
氏

の
所

論

は

、

ミ

ラ

ノ
な

る
聖

心
加

特

力

大

墨

に
於

け

る
、

デ

ィ
ゲ

ス

タ

一
千

四

百
年

記

念

講

演

會

の
席

上

に
於

い

て
獲

表

せ
ら

れ

た
も

の

で

あ

つ
た

が

、

こ

れ

は

、
端

な

く

も

、

同

じ

く
同

講

演

會

の
席

上

に
於

い

て
朗

讃

せ

ら

れ

た

る

、

リ

ッ

コ
ボ

ー

ノ
氏

の
見

解

(
五
)
と
対
立

す

る

こ
と

転
な

り

、

興

味

深

甚

、

正

に
同

年

雅

典

に
開

か

れ
た

る

ビ

ザ

ン
チ

ン
學

倉

に
於

け

る
、

コ
リ

ネ

、

ジ
ッ
フ
ァ
ー

ル
爾

氏

の
論

'争

に

比
す

べ

き

も

の

が

あ

つ
た

。

羅

馬
法
甦
化

の
諸

段
階

(
武
藤
)

(
第
六
巷

第

二
號

一
三
九
)

二
九



羅
馬
法
進
化
の
諸
段
階

(武
藤
)

(第
六
巻

第
二
號

一
四
〇
し

三
C

思
ふ
に
、
カ
ラ
カ

ル
ラ
帝
二

一
二
年
の
勅
法
以
後
と
難
も
、
縣
周
右

の
慣
習
が
、
帝
國

の
全
土
殊
に
東
方
希
糠

の
諸
縣
に
、
帝
國

法
と

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
.鳥
し
つ
玉
、
術
は
幾
存
し
て
ゐ
た
事
に
就

い
て
は
疑
は
な
い
。

が
、
こ
れ
は
勿
論
雷
然
の
事
實
で
あ

つ
て
、
何
等
怪
し
む
に
は
足
り
な
い
の
で
あ
る
。

何
人
と
難
も
、
果
し
て
C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
 
A
n
t
o
n
i
i
i
a
n
a

の
公
布
あ
り
て
後
、

二
収
に
し
て
、
即
刻
、
縣
の
法
が
潰
滅
し
た
と
想
像

し
得
る
で
あ
ら
う
か
?
・、
帝
國
法
と
希
駐
法
と
は
、
そ
の
後
と
難
も
、
暫
く
は
、
依
然
と
し
て
対
立
し
て
ゐ
た
に
相
違
な
い
。
從

つ

て
、
例

へ
ば
法
律
行
爲
.の
形
式
に
…徴
し
て
も
、
羅
馬
に
於

い
て
は
、
こ
の
場
合
古
來
の
嚴
格
方
式
が
践
行
せ
ら
れ
て
ゐ
た
に
反
し
、

東
方
希
腰
地
方
の
慣
行
と
し
て
は
、
尚
ほ
且

つ
文
書
が
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
た
に
違

ひ
な
い
の
で
あ
る
。

私
ぱ
今
嚴
格
方
式
に
言
及
し
た
が
故
に
、
そ
の
中
最
も
ポ
ピ
.
ラ
ー
で
あ

つ
た

。
s
t
i
p
u
l
a
t
i
o

(問
答
契
約
)
に
例
を
採
っ
て
論
を
績

く
る
な
ら
ば
、
こ
の
場
台
の
嚴
格
方
式
そ
れ
自
灘
は
、
實
は
既
に
遡

つ
て
共
和
政
末
以
降
、
次
第
に
文
書

の
併
用
を
も
認
む
る
事
に

依
つ
て
崩
潰
の
道
を
辿
り
つ
Σ
あ
つ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
、
や
が
て
は
諾
成
的
な
る
合
意

(
c
o
n
v
e
n
t
i
o

)
に
ま
で
、
到

達
す

べ
き
過
程
に
在
り
し
も
の
で
あ
つ
た
。

ユ
ス
・
キ
ヴ

イ
ー
レ
の
上
の
ス
チ
プ
ラ
ー
チ
オ
は
、
然
る
が
故
に
ユ
ス

・
ゲ

ン
チ
ウ
ム
に
於
い
て
も
採
用

せ
ら
れ
、
そ
れ
自
體

が

進
化
す
る
と
共
に
、
嚴
格
方
式
よ
り
は
漸
晩
、に
離
脱
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
偶
然
に
も
、
羅
馬
法
と
縣
の
法
と
の

間
の
対
立

が
綬
和
せ
ら
る
主
墨
と
な
つ
た
。
然
し
こ
れ
は
、
勿
論
、
飽
く
ま
で
も
羅
馬
法
そ
れ
自
膿
の
進
化
の
所
産
で
あ
る
こ
と
言



ふ
ま
で
も
な
い
。

此
庭
に
於
て
わ
れ
わ
れ
は
、
例

へ
ば
、
ヂ
オ
ク
レ
チ
ア
ー
ヌ
ス
が
こ
の
縣
の
".法
に
饗
す
る
抗
孚
を
敢

へ
て
し
た
事
は
(六
)
、
彼
が

這
般
の
實
惰
を
辮

へ
す
、
叉
羅
馬
法
の
進
化
を
も
洞
察
せ
ざ
り
し
結
巣
で
あ
つ
て
、
そ
の
事
自
耀
が
杢
く
時
代
錯
誤
で
あ
り
、
彼
の

失
策

で
も
あ
つ
た
事
を
明
瞭

に
知
る
事
が
出
來
る
。

抑
も

ユ
ス

・
ク
ヰ
リ
チ
ウ
ム
の
嚴
格
方
式
は
、
當
時
に
於
い
て
は
最
早
殆
ど
右
名
無
實

の
存
在
た
り
し
が
故
に
、
こ
れ
を
輕
減
若

く
は
暖
止
す
る

一
般
的
勅
法
だ
に
公
布
せ
ら
れ
し
な
ら
ば
、
こ
れ
に
て
ヂ
オ
ク

レ
チ
ア
ー
ヌ
ス
の
失
策
は
、匡
正
せ
ら
る
、
と
共
に
、

そ
の
後

の
混
胤
状
態

は
収
拾

し
得
ら
れ
た
筈
で
あ
つ
た
。
然
ー
-第
三
世
紀
末

の
無
政
府
的
状
態

は
、
途
に
こ
の
立
法
孜
策
に
出
つ
る

僚
裕
を
持
た
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

が
、
下

つ
て
四
二
八
年
二
月
二
十
日
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
ニ
世
を
倹

つ
て
途
に
そ
の
實
現
を
見
ワ'9
に
至
つ
藷.匹
。

即
ち
彼
は
、
こ
の
U
.

一
般
的
勅
法
を
以
つ
て
、
此
等
の
崩
潰
に
瀕
せ
る
嚴
格
方
式
を
総
べ
て
廃
止

し
て
了
つ
た
の
で
あ
つ
た

(七
)

(
八
)
。

こ
れ
に
反
し
て
、
ビ
ザ

ン
チ

ニ
ス
ト
は
、
後
期
古
典
時
代
に
至
り
、
遽
か
に
度
方
-
希
騰
.法
の
影
響
に
よ
つ
て
、
嚴
格
方
式
が
慶

棄
せ
ら
5-屑、
文
書

の
使
用
が
認
め
ら
る
ゝ

に
至
つ
た
と
す
る
の
で
あ
る
が
(九
,・、
世
に
こ
れ
程
皮
相
た
観
察
が
あ
ら
う
か
?

彼
黎

は
、
蚕
く
羅
馬
法
の
進
化
を
解
せ
ざ
る
も
の
と
断
す
る
の
外
は
な

い
の
で
あ
る
。

二

一
二
年
の
勅
法
以
後
と
難
も
、
勿
論
暫
く
は
、
縣
固
有

の
法
が
残
存
し
て
ゐ
た
。
然
し
こ
の
残
存
せ
る
縣

の
法
も
、
羅
馬
法

の

獲
展

の
上
に
は
、
何
等
貢
献
す
る
所
が
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
依
然
と
し
て
羅
馬
法
が
帝
國
の
法
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
羅
馬
法
が

羅
馬
法
進
化
の
諸
段
階

(
武
藤
)

(第
六
巷

第
二
號

一
四
一
)

三
一



立
法
の
根
柢
を
爲
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

借
問
す
、
ビ
ザ
ン
チ

ニ
ス
ト
は
、
從
來
に
於
い
て
、
そ
の
誇
構
す
る
縣
の
法
が
羅
馬
の
法
に
優
越
せ
る
黙
、
乃
至

ユ
ス
チ

ニ
ア
ー

ヌ
ス
の
法
典
.鵜
纂
に
先
立
つ
二
世
紀
聞
に
於

い
て
、
縣

の
法
が
公
認
せ
ら
れ
し
事
實
を
、
適
確
に
學
誰
し
た
事

が
あ
ら
う
か
?
.

わ

れ
わ
れ
は
彼
等
よ
り
、
夫
・だ
嘗
て
わ
れ
わ
れ
を
首
肯
せ
し
む
る
に
足
る
何
等
の
資
料
を
も
提
供
せ
ら
れ
ざ
り
し
を
遺
憾
と
す
る
。

抑
も
前
記
の
如
く
、

ユ
ス
チ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
法
典
の
内
容
が
帝
國
の
法
即
ち
羅
馬
の
法
で
あ
つ
て
、
縣

の
法
が
こ
れ
か
ら
除
外
せ
ら

れ
て
ゐ
た
事
は
、
夙
に
ミ
ッ
タ
イ
ス
自
身
が
、
そ
の

「
帝
國
法
と
民
聞
法
」
に
於
い
て
、
先
づ
笙

一
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所

で
は
な
か
つ
た
か
。
わ
れ
わ
れ
は
寧
ろ
、
皇
帝
が
、
却
つ
て
縣
の
法
に
対
し
、

一
顧
だ
に
與

へ
な
か
つ
た
幾
多

の
事
實
を
知
つ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
例

へ
ば

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ー
ヌ
ス
の
如
き
、
こ
の
點

に
就
き
、
次
の
如
き
明
快
な
る
熊
度
を
持
し

て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

曰
く
、

「
長
年
月

の
間
糠
績
し
た
る
慣
習

(
筆
者
註
、
縣
の
償
智
)

の
効
力
は
輕
ん
す
べ
き
も
の
に
は
非
れ
ど
も
、
自
然
の
道
理

若
く
は
成
文
法

(
筆
者
註
、
坤
ち
帝
國
法
)
に
優
越
す
る
程
重
大
な
る
効
力
を
有
せ
す
。
」

  "C
onsuetudinis ususque longaevi non vilis auctoritas est,  verum

 non usque adeo valitura m
om

- 

ento, ut aut rationem
 vincat aut legem

." (c. 2 C
. 8. quae sit longa cons. 53 (54) a. 319)



此

庭

に
於

い
て
論

者

は
、

私

が

未

だ

言

及

し

な

か

つ
た

パ

ピ

ロ

ロ
ジ

ー

に
対
す

る
私

の
所
見

如

何

を

質

さ

ん
と

す

る

で
あ

ら
う

。

今

日
大

多

数

の
パ

ピ

ロ

ロ
ジ

ス

ト
は

、

近

年

埃

及
砂

漠

中

よ

り
費

見

せ

ら

る

曳
幾

多

の
パ

ピ

ル

ス
を
例

諮

と

し

て
、

二

一
二
年

以

後

に
於

け

る
縣

の
法

の
残

存

を

主

張

す

る

の

で
あ

る

が
、

こ
れ

が
羅

馬

法

の
進

化

に
対
し

、

何

等

の
意

義

を

も

有

せ

ざ

る
も

の
た

る

事

は

、

厩

に

私

が
論

じ

た

所

で
あ

る

。

叉
、

現
在

一
部

の
パ

ピ

ロ
ロ
ジ

ス
ト

中

に

は

、

同

じ

く

パ

ピ

ル

ス
を
例

誰

と

し

て
、

羅

馬

法

が

縣

の
法

乃
至

希

騨
ド

埃
、及

法

に
影

響

を

與

へ
て

ゐ
た

事

實

を

、
積

極

的

に

設

明

せ
ん

と

し

て

ゐ

る
人

が
あ

る
。

論

者

は
斯

く

し

て
・

縣

の
法

が

必
す

し

も

ユ
ス
チ

ニ
ア

ー

ヌ

ス
法

よ

り

、

除

外

せ

ら
れ

し

も

の
に
非

ざ

る
所

以
を

力

詮

せ

ん

と
す

る

の
で

あ

る

。

然

し

な

が

ら
こ
の
點

に

關

し

、

現
代

パ

ピ

ロ

ロ
ジ

ス

ト

の
饒

將

た
る

ウ

ェ
ン
ゲ

ル
総

長

が

「
ユ
ス

チ

ニ
ア

ー

ヌ

ス
時

代

に
於

け

る

パ

ピ

ル

ス
法

」

(
囎
O
)
中

に

於
、
い

て
例

示

し

た

る
所

の
如

き

、
固

よ

り

尊

敬

に
値

す

る
も

の
で

あ

る

と

は
言

へ
、

そ

れ

は

要

す

る

に
各

個

の
法

規

の
確

認

に
は

非

す

し

て
、

羅

馬

法

の

一
般

的

原

斯

(
例

へ
ば

意

思

、
錯

誤

、
詐

欺

、

強
迫

等

に
開

す

る
も

の
)

の
適

用

を

扱

ひ

し
も

の

に
過

孝
す

、
誌

だ

不

遜

の
言

な

が

ら

、
未

だ

わ

れ
わ

れ

を
首

肯

せ
し
む

る

に
は

足

り

な

い

の

で

あ

る
。

然

し

な

が

ら
私

は

、
同

じ

ウ

ェ
ン
ゲ

ル
総

長

が
、

近

く

一
九

三

三
年

、
箆

一
回
國

際

羅

馬

法
塵

會

に
於

け

る

レ
ラ

ッ
。
オ

ー

ネ

に
於

い

て
、

ユ
ス
チ

ニ
ア

ー

ヌ

ス
時

代

の
訴

訟

法

の
構

成

は

、

そ

れ

以

前

に

於
け

る
羅

馬
法
自
體

の
発
展

の
結

果

に
外

た

ら
ざ

る
事

を

蓮

べ
ら

れ

た

る
黙
.に
、

興

味

の
油

然

と
し

て
湧

く

を

禁

じ

得

な

い
も

の

が
存

す

る

の
で

あ

る

(
=

)
。

一

ロ
}、
ニ
ス
ト
と
ビ
ザ

ン
チ

ニ
ス
ト
と

の
見
解

の
分
岐
黙

は
、
杢
く
.
か

か
つ
て
後
期
古
典

法
に
封
÷
る
見
方

の
趣
驚

に
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。

羅
馬
法
進
化

の
諸
段
階

(
武
藤
)

今
第
六
巷

.一
第

二
號

一
四

三
)

三
三



從

つ
て
、

こ
の
場

合
.
迎

つ
て
共
和
政
末
期
に
於
け

る
希
臓
的
影
日響
を
云
々
し
、
甚
だ
し

き
に
至

つ
て
は
國
初
當
時

に
於
け
る

エ
ト
ラ
ス
カ

ン
的

影
響
を
云
々
せ
ん
と
す

る
が
如
き
は
、
非
常

な
る
的
外
れ
で
あ

つ
て
、
勿
論
私

の
所
説
を
覆

へ
す
も
の
で
も
な

い
。

因

み
に
附
記
す
。
共
和
政
末
期
に
於

け
る
希
臓
哲
學

の
影
響

そ
れ
自
體

は
、

私
も
充

分

こ
れ
を
認

め
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
た

『
わ
九
わ
れ
は
、

こ
の
外
來
的
資
料
が
、

そ

の
後
羅
馬
法
學

に
於

い
て
大

い
に
精

錬
せ
ら
わ
た
事

に
多
大

の
注
意

を
梯
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

次

に
、
羅
馬
法
に
及
ぼ
せ
る

エ
ト
ラ
ス
ヵ

ン
的
影
響

に
就

い
て
は
、
私
も
多
少
關

心
を
持

つ
た
事
が
あ
り
、
所
謂

エ
ト
ラ
ス
カ

ン
十

二
都
市

の

遣
趾
に
至

つ
て
は
私
自
身
悉

く
こ
れ
を
探
訪

し
た
事
で
も
あ

る
が
、
不
幸
に
し

て
私
は
、
こ
の
點

に
關
し
何
等

の
牧
穫

を
も
暴
げ
得
な
か
つ
た
し
、

現

に
斯
學
專
湾
家

の
中
に
も
、
こ
れ
が
解
明
を
與

へ
し
者
あ

る
を
聞
知
し
た
事
が
な

い
。
尚
ほ

参
考

の
爲

め
に
、
最
近
に
於
け

る

エ
ト
ル

ス
コ
ロ
ヂ

ー
ヤ
の
最
高
峰
を
示
す

一
書
と
、斯
學

の
現
況
を
語

つ
た
小
篇

と
を
掲
げ
て
置
く
な
ら
ば

一
)
[
,(い
〆
、一.♂

卜

O

無

へ轟
◇

辱
、
翁

偽
ミ

偽

爵

、
剛

詮
ま
駄
㌧

鳥
尋
.、亀
へ
浮
㍉

一
路

へ.7
『二
〇
〈
.
〉
「昌
戸
、
v
ひ
園

(
一
℃
ω
卜」
)

㎝
O
Q

oo
oo
・

二

菊

一(
.雲

}憂

)Z
つ
》

㌧

鳩、ミ

亀
竣
凡い.嵩
Q

集
N
、職

尋
.窺
匁

、.執
ミ

.
気
亀

的

隠
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一
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勺
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ソ
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き
罫

翫
旨

ミ

目
ミ
き

諺

曾

帆箋
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§
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p
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嘗

穿

ゆ
o
づ
鵠

葺
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伝
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望
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メ

ご

ン
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專
M
傷
硫
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○
寒

凝

詮

猟

ミ

簿

ミ

禽̂
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、奪

藩

6・、へ"ミ

.
気
』
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ミ

葡

.
ぎ

..Oら
N
-、
も

(
お

ト」
3

卜」
Q
O

h
b

念

の
爲

め
に
記
せ
ば
同

氏

は
本
講
演
會
に
出
席

せ
ら
れ
ず
、
本
稿
は
他
人
を
し

て
こ
れ
を
代
讃
せ
し
め
ら
れ
た

の
で
あ

る
。

六

こ
の
貼
を
論
じ
た
る
も

の
と
し
て

縣

の
法
を
打
倒

せ
ん
と
し
た
る
皇
帝
の

指
令

中
に
は
次

の
如

き
句
が
見
え
る
。
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D
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o state presente degli studi etruschi in "N
uov. A

nt." 67 (1932) 503 ss.

R
iecutoxo, Prefaziene ella trad. ital. del Stroux, Sum

inlrm
 ius sum

m
a a uria. (192)) 645. 

D
i; F!tA

-yciscr, Prem
esse stor. alla crit. del D

igest() in "C
onferenze per it X

IV
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enten. delle Pandette"(1931) 1 as. 

Pu,i o sm
;r r, A

rhaistisclte T
evdenz yustinians in "Stud. B

onfante" 1 (1930) 549--.97. L
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. O
sten in 3.

nachhluss. E
ntzvichl. d. rom

. R
. in "SZ

" 49 (1929) 230 ff.

R
'cenw

s;N
n, L

a verita sulle tendenxe arcaiche di G
iustin. in "C

onferenze ecc." sop. cit. 235 ss,

T
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N
-;cti L

A
G
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es rO
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. 8, 40, 12. a. 230)



こ
の
貼
は
改

め
て
詳
論
す
る
所
存
で
あ

る
。

例

へ
ば

そ

の
後

の
こ
の
派

の
所
説
を
紹
介
せ
る
も
の
と
し
て

卑
稿
、
第

一
回
國
際
羅

馬
法
學
會

(
既
出
)

三
三
。

第

四

章

結

詞

。

ロ

マ

ニ

ス
ト

の

正
解

。

羅
馬
法
學
者
の
著
作
中
に
記
載
せ
ら
れ
た
、
緻
密
で
あ
り
、
組
織
立
ち
、
し
か
も
洗
煉
せ
ら
れ
て
ゐ
た
法
學
傅
統
は
、
そ
れ
自
體

が
實
に
無
敵
な
力
を
有
し
て
ゐ
た
。
既
に
紀
元
第
二
世
紀
に
成
つ
た
古
典
的
な
ガ
ー
イ
ウ
ス
の
イ
ン
ス
チ
ツ
チ
オ
ー
ネ

ス
が
、
遙
か

に
下
つ
た
紀
元
第
五
、
六
世
紀
ま
で
も
、
帝
國
領
土
の
東
西
各
地
に
普
及
し
て
、
當
時
の
法
律
的
ヵ
テ
キ
ズ
ム
を
成
し
て
ゐ
た
事
は
、

私
が
他
の
機
魯
に
於
い
て
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る
二

)
。
第
六
世
紀
の
大
法
典
は
、
實
に
こ
の
傳
統
と
そ
の
後

の
進
化
と
を
包
容
せ

C
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羅

馬
法
進
化
の
諸
段
階

(
武
藤

)

(
第

六
巻

第

二
號

一
四
六
)

三
六

し

も

の

に
外

な

ら

す

、

そ

の
内
容

が

「
書

か

れ

た

る
道

理
」

と
稻

せ
ら

れ

る

の
も

、
全

く

こ

の
故

で

あ

る
、

埃

及

出

士

の
パ

ピ

ル

ス

の
如

き

、

些

か

も

こ

の
慣

値

を

減

損

す

る
も

の
で

は

な

い
。

私

の
論

じ

た
羅

馬

法
進

化

の
諸

段
階

は

、

膏

に

羅

馬

法

一
千

年

の
傅

統

に
対
し

て

の
み

な

ら

す

、

史

實

に

も

亦

た
合

致

し

て
ゐ

る

も

の

で
あ

る
。

私

は

確

信

す

る

、

ユ
ス

チ

ニ
ア

ー

ヌ

ス
法

典

は

、

そ

の
本

質

に
於

い

て
羅

馬
的

所

産

で

あ

る
。

換

嘗
す

れ

ば

、
そ

れ

は
古

典

期

の
法

學

者

に
よ

つ
て
精

錬

せ

ら

れ

、

大

皇
帝

の
法
典

編

纂

に

先

立

つ
二

世

紀

問

に
於

い

て
、

叉

大

い

に
融

合

統

一
せ
ら

れ

た

所

の
も

の

で

あ

る
。

一

卑
稿
、

ア

レ
キ
サ

}
ド
リ
ア

・
ガ
ー
イ
ウ

ス
臨
剛片

(
P
S
I
N
1
1
6
2)

の
嚢

日見
、【
國
家
學
倉
島
雑
誌

」
四
八

(
昭
和

八
)

一
五
三

二

⊥
二
五
Q

什
μ

記

F

曇
μ

恰
も
本
篇

脆
稿

の
H
、
私
は
ア
ル
ベ
ル
タ
ー
リ
オ
教
授

よ
リ
、
そ

の
新
著

「羅

馬
法
研
究

」
第

三
巻
債
権
篇

(
A
L
B
E
R
T
A
-
R
i
o
,
 
S
t
u
d
i
 
d
i
 
D
i
r
.

R
o
m
.
 
3
 
[
1
9
3
6
J
 
O
b
b
l
'
i
;
a
z
i
o
n
i
)

の
恵

贈
に
接
し
た
。
昨
春
刊
行

の
、
教
授

の
"
I
n
t
r
c
d
.
 
a
l
l
o
 
s
t
u
d
.
 
d
e
l
 
d
i
r
.
 
r
u
m
.
 
G
i
u
s
t
.
 
1
 
(
1
9
3
5
)
"

に

接
し

て
後
、
未

だ
鼓
に

一
箇
年
を
も
紹
過
し
て
ゐ
な

い
の
で
あ

る
。
私
は
、
今
更
な

が
ら
、
教
授

の
旺
盛
な

る
研
究
精
進
に
対
し

て
奪
敬

の
念

を
禁

ず

る
能
は
ざ

る
と
共
に
、
教
授

よ
り
受
く
る
不
噺

の
啓
獲

に
対
し

て
、
鼓

に
改

め
て
算
謝
の
意
を
表
す

る
次
第
で
あ

る
。

私
の
立
場

は
、
固
よ
η
教
授

の
そ
れ
と
は
封
蹄
的
に
異

つ
て
ゐ

る
。
然
し
な
が
ら
、
明
敏
教
授

の
如
き
人

の
協
力

と
刺
戟
と
な
く
し

て
、
璽

で
か

わ
れ
わ
れ
の
學
問
は
今
日

の
盛
狸
を
築

き
得
た
で
あ
ら
う
か
?

本
書

は
、

堂
々
六
百
頁
に
垂

ん
と
す

る
大
著
で
あ
る
。
日
夜
舞
論
し

て
啓
蒙

の
資

と
し
、
改
め
て
そ
の
學
び
し
所
を
綴

る
こ
と

＼
し
た

い
。
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ー


